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今号の表紙は星空の下の駒場博物館です。「内田ゴ
シック」の様式を備え、講堂（900番教室）と対を
なす外観を持つ建物は、旧制第一高等学校の図書館
として建てられたもの。2003年に美術博物館と自然
科学博物館がここに統合され、文・理の垣根を越え
た活動を展開する教養学部らしさを体現しています。

　中央食堂にあった宇佐美圭司《きずな》の廃棄は東京大学の
歴史に永遠に刻まれる、負のできごとになりました。本学にも
多くの芸術作品がひっそりと佇んでいることに驚かされます。
　しかし、太宗に随葬された王羲之の蘭亭序、チャイコフスキ
ー自身が破棄した 2つのオペラ、イスラエル建国の争乱で破損
したユダヤの至宝アレッポ写本などを思えば、万物はいつか消
えゆくことも認めざるを得ません。芸術家は自らの作品が永遠
には残らないことに苦悶しつつ作品を作っているのでしょう。
　写真や録音、さらにデジタル技術によってイメージや音声が
記録できるとはいえ、本当の輝きは本物しか持ちえません。目
と耳を開いて感動を共有することがスタート地点です。今回の
問題が東京大学と芸術をめぐる新しい時代を開くきっかけにな
ることを願いつつ、本誌を関係諸氏にお届けする次第です。

東京大学広報室長　須田礼仁

「淡青」について
東京大学と京都大学（当時は東京帝国大学、京都帝国大学）が1920年に最初の
対校レガッタを瀬田川で行った際、抽選によって決まった色が「淡青」（ライト
ブルー）でした。本学運動会応援部の旗をはじめとして、スクールカラーとし
て定着しています。

編集発行／東京大学広報室
須田礼仁（広報室長　情報理工学系研究科教授）
広報誌部会／
木下正高（地震研究所教授）
清水晶子（総合文化研究科教授）
浦野泰照（薬学系研究科教授）
川島直輝（物性研究所教授）
高井次郎、西尾麻美、ウィットニー・マッシューズ、荒巻絵美（広報課）
森和博、梶野久美子（卒業生部門）

※本誌へのご意見・ご感想はkouhoukikaku.adm@gs.mail.u-tokyo.ac.jpまでお寄せください。

アートディレクション／細山田光宣（細山田デザイン）
デザイン／グスクマ・クリスチャン（細山田デザイン）
撮影／貝塚純一（p1, 8-11, 25-27,32）

印刷／図書印刷
発行／平成31年3月8日

【淡青】お取り寄せ方法
テレメールで【淡青】を取り寄せる
ことができます。以下のURLまたは
TEL（自動応答電話）にアクセスし、
資料請求番号をご入力ください。送
料はご負担ください。

URL：http://telemail.jp
TEL：050-8601-0101（24
時間受付）
資料請求番号：953900
送料：180円（後納）
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大方のイメージとはおそらく違い、東大にはアートに関する話題がたくさんあります。
140年を超える歴史を繙けば、美術の世界でも東大が重要な役割を
果たしてきたことはよくわかります。今回の「淡青」はアートがテーマ。
学内に所蔵する美術作品、アートに関わる研究・教育活動、構成員や卒業生のアーティスト、
という3つの側面から、東大とアートの浅からぬ関係を、目に見える形でお届けします。
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1940年大阪府吹田市生まれ。画家。独学で制作を始め、1963年南画廊の初個展で注目を集める。1965

年のワッツ暴動の報道写真から抜き出した 4つの人型を用い、グラデーションの帯や人体を内包する円
を導入しつつ、記号化された人体からなる世界の構造を考察する絵画を制作した。主な著書に『絵画論　
描くことの復権』（筑摩書房／1980年）、『デュシャン』（岩波書店／1984年）など。2012年逝去。

情報共有の不徹底と文化財への理解不足によって2017年に
廃棄されるまでの40年間、中央食堂の壁面から、学生や教
職員らの食事と語らいの場を静かに見守ってくれました。

宇佐美圭司

宇佐美圭司 《きずな》（1977年）



1984年、宇佐美氏が『デュシャン』を
出版したと知り、私はすぐに購入しまし
た。《きずな》はこの本の執筆準備をさ
れる中で制作されていましたが、先日こ
の本を読み直し、当時気鋭の画家であっ
た宇佐美氏の思いに再び接して、今回の
作品消失について一層の責任を感じてい
ます。
　このシンポジウムを第一歩として、学
内の学術文化資産について、情報共有と
適切な保存・管理を徹底し、同様の過ち
を繰り返さないよう努めてまいります。

② 特別講演　
宇佐美圭司氏と
《きずな》の思い出　
高階秀爾
　1977年頃、文学部の教員だった私に東
大生協から連絡があり、新しい食堂に壁
画を入れるならどんな作品がよいかと相
談されました。鑑賞のための場ではなく、
学生が食事のために集まる場に相応しい
作品について思いを巡らした私は、 3つ

の条件を定めました。1.優れた作品であ
ること、2.現代性があること、3.知的刺
激を含むこと。そこで自然に頭に浮かん
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　作品は物質ですからいずれ消滅しますが、作
品が散文的な仕方で廃棄されたことに白々とし
たものを感じます。歴史上、文化財の破壊は主
に政治的や宗教的な理由で行われてきましたが、
今回の破壊はただただ散文的でした。制度や組
織の問題、単なる無知の問題です。白々とした
知性の劣化は、新しい食堂の白々と明るい空間
に通ずるかもしれません。知性の劣化を驚き、
恥じ入るばかりです。
《きずな》には、大きさ、転換点、円形と特徴
的な要素があります。4×4mという非常に大
きな作品であり、身体モデルへの回帰へつなが
る転換点の作品であり、これ以降の作品では表
現される身体が円形に密封されることになりま
す。もしかすると中央食堂の丸みのある壁面に
触発されたのかもしれません。形式面から見て
も《きずな》は宇佐美作品の中で特異で重要な
作品でした。そして、この時期に至るまでの理
論的言説も、制度に対する抵抗を美術の側から
提起する先駆的かつ重要なものでした。
　安田講堂事件から50年がたちます。東大では
あまり触れられない歴史ですが、この建物にあ
る記憶は共有すべきです。《きずな》にはベトナ
ム戦争、ワッツ暴動、安田講堂事件が連鎖する
ように表れています。安田講堂の下で見る以上、
それらの出来事とのつながりを意識せざるを得
ない。そのような大切なモニュメントを失って
しまったわけですが、この作品が中央食堂に存
在していたことは奇跡的な僥倖でした。

《きずな》について私が
知っている二、三の事柄　
鈴木 泉

シンポジウム抄録

宇佐美圭司
《きずな》から
出発して

① 開会の辞

五神 真
　東京大学を代表して、宇佐美圭司氏と
御遺族、関係者、また貴重な作品に触れ
る機会を失ってしまった全ての方々にお
詫び申し上げます。中央食堂竣工から
40年間、その空間に溶け込んでいた作
品を、情報共有の不徹底と文化財への認
識不足により失ってしまいました。食堂
を管理する本学としては、所有者である
生協と密にコミュニケーションを取り、
作品の価値について共有するべきでした。
　私は1978年からずっと本郷キャンパ
スで過ごしていますが、研究室の近くに
ある中央食堂は、昼食や夕食、学生と共
に語らう場として親しんできました。リ
ニューアル後の食堂を見て、あの作品が
どうなったのか気になっていましたが、
廃棄されたと知り、驚くとともに落胆し
ました。
　私にとって、宇佐美氏は著書『デュシ
ャン』を通じて思想家として心に残って
います。教養学部生だった頃、私はデュ
シャン「大ガラス」のレプリカ制作の計
画を聞き、難解で複雑な作品を複製する
という大胆な試みに心を奪われました。

2018年9月28日、東京大学は安田講堂でシンポジウムを開催しました。
本郷・中央食堂の壁面に展示されていた絵画作品《きずな》が、改修工事の過程で
廃棄処分されたことを深く反省し、《きずな》をはじめとする宇佐美圭司氏の作品、
戦後日本美術史、さらに学内外の文化資源について考察しようというものです。
計10万9000字に及んだ話し合いの模様を、誌面の許す限り抜粋して掲載します。

開会の辞　五神真（東京大学総長）①
趣旨説明　（司会）三浦篤（総合文化研究科教授）
特別講演　高階秀爾（東京大学名誉教授／大原美
術館館長）②
第一部　宇佐美圭司《きずな》について
　講演　鈴木泉（人文社会系研究科教授）③
　講演　加治屋健司（総合文化研究科准教授）④
　ディスカッション　鈴木泉＋加治屋健司＋
　髙岸 輝（人文社会系研究科准教授）⑤
第二部　宇佐美圭司と戦後日本美術
　講演・ディスカッション　岡﨑乾二郎（造形作　
　家／武蔵野美術大学客員教授）＋林道郎（上智　
　大学国際教養学部教授）⑥
第三部　東京大学と文化資源
　講演　木下直之（人文社会系研究科教授／静岡　　
　県立美術館館長）⑦
　講演　佐藤康宏（人文社会系研究科教授）⑧
　ディスカッション　木下直之＋佐藤康宏＋
　小林真理（人文社会系研究科教授）⑨
全体討議 ⑩

プログラム

③ 

講
演
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　宇佐美さんは1963年に初の個展を南画廊で開
きました。現代美術を牽引した画廊で無名の新
人が個展をできたのは、稀有な才能があったか
らこそです。その後、1965年のワッツ暴動の写
真をもとに、人型を使う作品の制作を始めます。
かがむ、たじろぐ、走る、投げる、と 4つの動
作を表しますが、いずれも頭はなく、人の形自
体への関心が窺えます。レーザーで人型を表す
先駆的な作品も手がけました。複数の鏡でレー
ザー光を反射させ、鑑賞者が間に入ることで光
の錯綜が消えて人型の関係が変わります。絵画
と違い、レーザー作品では作者の制御が限定的
です。完結した構造から作品がいかに抜け出る
かを考えたのではないでしょうか。
　1971年に行った個展では、分節化された人型
の部分が構造（ゴースト）を求めて彷徨うとい
う「ゴースト・プラン」シリーズを発表します。
《きずな》もこのシリーズの一つ。この作品では、
先述の 4動作の人型がいくつも描かれ、各々が
形の共通項に応じて色つきの線で結ばれます。
共通項は完全に、それ以外は不完全に描かれて
います。共通性を持つものが完全であり、単独
のものは不完全である。そうした関係性から
《きずな》の題名がついたと考えられます。シ
リーズの他作品よりも簡略化されており、学生
が考えやすいようにという教育的な意図が見て
取れます。宇佐美さんは、学生たちが食事をし
ながら関係性を築く場に作品があることを想定
して制作したのではないでしょうか。

美術史のなかの《きずな》

加治屋健司

できたのが、かねてより親交もあった宇
佐美さんでした。
　特段意識はしなくてもちらりとそれが
見える関係にあること、それが食堂の壁
画として重要な点だと思います。食堂の
学生と壁の作品が、互いに無視しながら、
しかし無意識に認識するという不思議な
関係性。それを生み出すのが芸術作品の
一つの力です。施設の中や街の中にあっ
て、単なる装飾ではなく、そこにいる
人々を不思議な形で結びつける。人間関
係を結びつけるものを絆と呼びますが、
《きずな》はまさにそのような作品だった
と思います。
⑤ ディスカッション

宇佐美圭司《きずな》について
鈴木 泉+加治屋健司+髙岸 輝
髙岸　両先生からは、《きずな》へ収斂す
る宇佐美さんの哲学者の部分、実作者と

しての部分が語られました。
鈴木　普通に鑑賞しただけでは、知的操
作が施されていることに気づきませんが、
加治屋先生の分析でそれがわかりました。
《きずな》は内因性を持ちますが、自立性
を持ちつつも閉じてはいない。閉じた内
在では外との関わりで生じる制度や構造
の変化が見えてきません。作品が自立的
であること、開かれることを、彼はどう
考えていたのでしょうか。
加治屋　宇佐美さんは哲学や社会問題、
建築、音楽など、美術以外の事象に関心
を持ち、様々な分野の人と交流し、それ
らを作品に取り入れていました。外部へ
開かれた人だったと言えます。一つ鈴木
先生に聞きたいことがあります。昔から
哲学者の関心を惹き付けるアーティスト
がいますね。宇佐美さんはもっと哲学者
の関心を集めてよいアーティストではな
かったかと思うのです。いかがでしょう。
鈴木　宇佐美さんの考えは非常に先駆的
で、70年代当時は伝わらなかった可能性
があります。当時のパラダイムでは十分
には理解できず、絵の構造理解の枠組み
も多くの人にはわからなかったでしょう。
むしろ今こそその言説が読まれるべきだ
と痛感します。作家と批評家、哲学者が
一人の中に併存する稀有な人でした。
髙岸　《きずな》は難解さを比較的噛み
砕いた作品だったとのこと。宇佐美さん
は中央食堂で何を提示したかったんでし
ょうか。
加治屋　神戸須磨離宮公園などの例を見
ると、場のためというより自身の制作の
展開の中で作品を作っています。学生や
教職員が集まる大食堂という「関係」の
場と、「関係」や「連帯」という自分の
考えがつながったのではないでしょうか。
髙岸　宇佐美さんの著書は難解ですが、
古美術に言及する著作では目から鱗が落
ちる視角が頻出します。たとえば「平治
物語絵巻」に関する記述では、御所を襲
撃する武士の躍動と、斜め45度に画面
を区切る門の不動とが対照的だ、と興味
深い指摘をしている。グリッドや時間の

重なりで画面を展開することを古美術か
ら吸い上げようとしていたと思います。
鈴木　今回の出来事は追悼や謝罪だけで
終えてはいけません。いくつも読み甲斐
がある重要な作品がここにあったことを
伝えるため、複製を残すことを一教員と
して提案させていただきます。
⑥  ディスカッション

岡﨑乾二郎+林道郎
林　宇佐美さんと岡﨑さんは以前から深
い関係にあり、生前最後のインタビュー
も岡﨑さんによるものでした。教師と生
徒という関係を超えた、作家同士の読み
応えある対話でしたね。
岡﨑　宇佐美さんとは1977年頃に初めて
会いました。彼には作品を描かなくなっ
た時期があり、それは僕のせいだと冗談
で言われたものです。《きずな》はそんな
時期に作られた作品です。
　今回の事件発覚の契機は、和歌山県立
近代美術館が宇佐美作品を調べて東大生
協ウェブのQ&A欄を読んだことでした。
作品の行方を訊ねる学生の質問に、破棄
したとの回答が記されていた。これは情
報空間の出来事です。その情報を信じて
いま話していますが、物的証拠はない。
いわば言説の中で出来事が展開している。
観客が知らないうちに組織されるという
仕組みが宇佐美作品の特徴ですが、似た
ものを感じます。彼に仕込まれて話して
いる感覚さえあります。
　宇佐美圭司はときにデザイン的といわ
れます。ゆえに言説が積み重ねられず、
それが破棄につながった可能性がある。
70年代美術の回顧で宇佐美圭司は出てき
ません。出てくるのは「もの派」。宇佐
美さんたちの影響を受けた僕は「ポスト
もの派」といわれる。それが美術史です。
勝手な言説の影響が今回の顛末に表れて
います。
林　もの派は現象学の枠から抜け出てお
らず、それを構造主義的に考える宇佐美
さんのような言説は70年代にはなかった。
美術史や美術批評の責任だと思います。

④ 
講
演
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岡﨑　絵画の復権が起きて本物を見る目
があるのはどちらかという単純な議論に
なり、多様性を持つものは不純とされて
排除されてしまう。それが《きずな》が
できた頃の閉塞感で、「閉鎖系」という宇
佐美さんの言葉とつながります。
林　作品が内因的で転回可能な構造を持
つことが彼にとっては閉鎖系。それをま
ず追求しなければ、という問題意識があ
り、その後、閉鎖系の閉鎖性に気づいた
という感じがします。
岡﨑　システムは自分が認識できるもの
しか認識できず、異質なパラダイムは理
解できない。それが一般的な閉鎖系で、
バリエーションはシステムに予告される
という議論となる。どう外すかというと、
システムを別のシステムへ対峙させ相同
関係やズレを発生させる話になる。僕は
それを正しいと思わないですけどね。
林　岡﨑さんの話で、宇佐美圭司の読解
の可能性がまだいろいろあることがわか
ったと思います。

⑨ ディスカッション

東京大学と文化資源　
木下直之+佐藤康宏+小林真理
小林　この事件を知って感じたのは、「所
有権の絶対性」です。所有権があれば何
をしてもいいという原則が、資本主義社
会の確立につれて共有されてきました。
この絶対性を制限する働きを持つ「文化
的な価値」を軽んじる出来事が大学で起
きたのが問題です。《きずな》が大事な
作品だったのはよくわかります。では、
無名な人の作品なら廃棄してよいのか。
大学という場で何を残すのか。専門家は
学内にいるのに情報が共有されない現状
があるようです。こうした問題を起こさ
ないためにどうすべきでしょうか。
木下　組織は問題を起こさない仕組みづ
くりに進みがちですが、完璧な仕組みは
絶対できません。思うのは、まず何が起
こったのかという検証が必須だというこ
と。本当に廃棄されたのか、どのように
廃棄されたのか。佐藤先生の演題は「美
術を捨てるとき」ともいえます。美術と

面にかけられた状況から私が連想したの
は、密教の両界曼陀羅でした。人の形を
した仏菩薩が秩序に従って並んでいるも
のです。宇佐美作品の色彩が日本美術の
伝統とつながるかは難しいところですが、
仏画の本来的な色である紺丹緑紫の4色
が繧繝彩色のようにパステル調になって
いくのは曼陀羅に共通するようにも感じ
ました。
岡﨑　宇佐美さんのアトリエでは、刷毛
をすべてきれいにしていました。常に洗
っていないとだめなくらい、非常に精密
な色使いをしていたんですね。色環を構
造主義的に考えると、赤と青を結ぶ紫の
部分が難しかったでしょう。あと、後期
になって色の使い方が変わりましたね。
悲壮感が漂う色調や、古典絵画を思わせ
る色を使うようになりました。
林　以前はライトブルーと明るい赤とレ

認めずに捨てたのでなく、美術として認
めた上で捨てた可能性も、美術だから捨
てた可能性もある。考えるべきことはい
ろいろあります。
佐藤　学内文化資源についての教育が必
要でしょう。文化財保護の法律は未来の
享受者を想定しています。いまあるもの
を使い果たさず、後世の人も使えるよう
にしよう、という考えを広める必要があ
ると思います。
小林　重要文化財を指定する場合は、所
有者に可否を確認します。所有権の絶対
性があるためです。指定されて自由に扱
えなくなることを嫌がる所有者もいる。
その意識を凌駕するような文化的価値の
可能性を、文学部の我々が普及させるべ
きでしょう。制度整備より、文化を大事
にする意識を醸成すべきです。東大の文
化資源を将来のために活かすにはどうす
ればよいでしょうか。
木下　文化資源を探し出し、評価し、そ
れが何であるかを考える。その試みを繰
り返すことでしょう。それをいろいろな
人がいろいろな観点から進めるしかない。
佐藤　すでになくしてしまったものは多
くあります。学内の文化資源を調査して
総目録化する必要があると思います。
小林　私の研究室では、事件後、東大に
どんな面白いものがあるかを調べる試み
を始めました。学生たちが自発的にいろ
いろなものを探し出しています。文化資
源に関する相談窓口も必要ですね。
⑩ 全体討議　

《きずな》と東京大学
三浦　それぞれの話を聞いた上で感じた
ことなどを一言ずつお願いいたします。
高階　宇佐美作品の知的分析が見事だっ
た一方、感性の側面、色彩の問題につい
てはあまり触れられませんでした。私は
あの色彩は世界の戦後美術の中でも独特
だと思うのです。知的構成であると同時
に、広い意味での飾り、装飾的な力があ
ったと思う。それは日本的な特性だとい
う気もするのです。
髙岸　4m四方の画面が公共的な場の壁

　私はキャンパス計画室の一員でした。中央食
堂の改修もそこで協議したはずですが、絵画の
問題は出てきませんでした。建物の外部は計画
室が確認しますが、内部は管轄外です。外から
見える形に重心が置かれがちで内部に対する認
識が弱いことは、この事件の一因かと思います。
　私は1998年に「博士の肖像」展を開催しま
した。学内の随所にある肖像画や肖像彫刻は、
誰かの身代わりであるがゆえに忘れられ、移動
します。その現実を知り、立ち位置を調べまし
た。肖像が様々な扱いを受ける理由は、所有権
が曖昧であることです。大学側が管理は行いま
すが、基本的には有志が置いていったもの、と
いう意味合いが強いのです。
　明治 9年、明治政府が初の美術学校として開
校した工部美術学校は、工学部という形で東大
に吸収され、明治初期の作品が伝わりました。
授業で使った作品には貴重なものも含まれます。
落書きされるなどひどい扱いを受けていました
が、建築学科の先生を中心に収蔵物の調査を行
って保存の方針が立ち、現在はアーカイブとし
て公開されています。
　大学は美術館と違い、作品鑑賞の場ではあり
ません。様々なものが様々な理由で存在を始め、
多くが見えなくなる状況の中、今後どうすべき
か。語ることです。シンポジウムの趣旨が「失
われたが語り継ごう」であれば、それは《きず
な》だけの問題ではありません。見えてはいる
がわからないものに関心を向け、何であるかを
考えることが重要です。

ものがそこにあることとそれが
美術であることについて
木下直之

⑦ 

講
演
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モンイエローが主でしたが、《きずな》で
はオレンジに近い赤が使われていて、そ
の後の作品につながるようです。ご本人
は、形で色を閉じ込めることを始めた、
という言い方をしていました。
加治屋　色彩が注目される時代ではなか
った70年代にあのような表現がなされた
ことに意味があると思います。「ゴースト
・プラン」の他作品では水色の印象が強
いですが、《きずな》はもっと落ち着いた
印象があります。
岡﨑　初期の人型では青が特徴的ですね。
「新橋ブルー」という日本のメーカーの色
です。それに合う朱色も使っていて、あ
る意味日本的な色使いだったかもしれま
せん。
鈴木　今日の話で一番気になったのは、
美術作品をどういうレベルで保護するか。
優れた美術作品は当然残すわけですが、

そうでない作品はどうするのか。まさに
美術という制度の問題です。
岡﨑　作品を捨てると損することを一人
ひとりが知ればいいと思うんです。おま
えが捨てるなら俺は保存する、宇佐美圭
司美術館をつくるぞという覚悟が足りな
かったと反省しています。現代美術は、
言説で一般的な知として語ろうとするせ
いで、議論を避け、ジャーナリスティッ
クな言葉だけが増えるのが問題です。振
り返ると、80年代以降の宇佐美圭司はす
でにオーソライズされていて、若い人の
議論対象ではなかった。当時すでに宇佐
美圭司の議論はされていないんですよね。
林　私が大学に入学した頃は、宇佐美さ
んの本が出るたびに興奮して読みました。
85年に日本を離れ、15年して戻ると事情
が変わっていた。若い頃の記憶では重要
な人だったのに語られなくなっていて、
言説の変化を実感しました。
三浦　駒場では、価値のある美術作品か
どうか迷ったら美術博物館に相談すると
いう慣習が以前からあります。それが本
郷になかったのが残念です。中央食堂に
作品名などを記すプレートがなかったの
も問題でした。
木下　実は後ろの小杉壁画も何も表示が
ないですね。学内にあるものが何である
か、チェックする仕組みがないのは問題
です。でも、徹底的に台帳をつくって序
列をつける話になりかねず、作品の優劣
を誰が決めるのかが問題になる。個別の
議論を積み重ねるしかないでしょう。
岡﨑　「なんでも鑑定団」というTV番組
に出せばよかったんです。何もせずにた
だ捨てたというのが信じられません。
小林　専門家に聞けばいいのにそうしな
かったのは、東日本大震災を機に、科学
などの専門家に対する信頼が揺らいだせ
いもあるのかもしれません。今日の話は
相当難しかったので思うのですが、美術
と社会をつなぐ人が必要でしょう。
佐藤　改めて思うのは《きずな》は本当
に放置されていたということです。保存
措置が講じられず、逆に傷つけたりもさ

れなかった。両方の意味でかわいそうな
状態でした。作品について一つ妄想を述
べますと、《きずな》を含む人型のシリー
ズは、四次元空間に住む男が三次元空間
に現れたらどう見えるかを描いている、
と見ることができないでしょうか。私た
ちが二次元世界では厚みを失い、平面と
して写るように、四次元の人は、例えば
こんなふうに見えるんじゃないか。勝手
な解釈ですが、そう見ることもできる作
品でした。
三浦　今日は美術館の館長が二人います
が、美術館における現代美術の保存はい
かがでしょうか。
高階　現代の作品には複数の素材が使わ
れていて、保存は大変難しい問題です。
一つの素材は長持ちしても、もう一つは
長持ちしないということです。そして、
作家によっては時間とともに状態が変わ
って構わないという人がいる。そういう
作品の状態を保つかどうかという問題も
あります。日本美術では、銀が焼けて黒
ずむことを作家が予想して作る場合もあ
りました。作品に応じて考えるしかあり
ません。
木下　静岡県立美術館の収蔵庫はすでに
いっぱいです。日本の多くの美術館が直
面しているのはスペースの問題ですね。
美術館とは壁を持つ建物ですが、今は別
に壁を必要としない表現はいくらでもあ
ります。美術館は美術の拠点の一つにす
ぎず、美術は美術館だけではカバーしき
れない、という感じがします。
岡﨑　今のテクノロジーを思えば、美術
作品を美術館だけで持たなくていい。グ
ーグルアースに美術情報がアーカイブさ
れて公開されればいい。問題は「情報の
共有」です。この時代に《きずな》では
なぜそれができなかったのか、疑問です。
三浦　貴重な作品を語り続けて記憶にと
どめること。そして、学内の文化資産を
どのようにチェックし、残すかを厳しく
検討していくこと。この 2つを本日の共
有認識として、シンポジウムを終了いた
します。

※東京大学は、本シンポジウムのディスカッションを受け、文化資産に対する学内教職員の意識啓発を、研修等の機会を活用して進めていきます。
また、学内に保有する文化資産について適切に把握し、それらの取扱いについて確認・相談できる体制を整備する予定です。

　美術は歴史の荒波のなかで捨てられてきまし
た。8世紀の聖像否定運動、ナチスによる新し
い芸術の追放、最近だとバーミヤンの石像破壊
……。ただ、《きずな》はこれらと事情が違い
ます。近い例を紹介します。
　一つは伊藤若冲による金比羅宮奥書院の障壁
画です。劣化が進んだこの絵は、1844年に一部
を残して撤去されました。若冲の絵ですら捨て
られた。日常の中の絵が傷んで捨てられる例は
無数でしょう。次に旧東京都庁の壁画です。岡
本太郎の作品は、庁舎移転の際、建物とともに
壊されました。タイルを取り出すのが困難とい
う理由でしたが、保存の意志があればできたこ
とです。3つ目はジェラール・ミンコフのVideo

 Blind Piece。TV受像機14台を地面に秩序づけ
て埋めた作品は、ゴミだと思った庭師に撤去さ
れました。美術と見なされなかったゆえの廃棄。
これは本質的です。中央食堂に関わる多くの人
は《きずな》を備品と見ていた。もう一例。高
知県立大学は新図書館建設にあたり、建物の狭
さから3.8万冊の蔵書を焼却しました。大学名
入りの本の売却ができず、譲渡用の一時保管場
所もなかったそうですが、他の道はあったはず
です。
　本や絵画は単なるモノでなく人の精神に影響
するものだと教えるのが大学です。書物を焼き、
美術を捨てるのは、精神に関わる事柄など無視
していいという態度を表明し、そうした毒草の
繁茂に力を貸すことに等しい。美術が捨てられ
るときは大学が壊れるときでもあります。

美術が捨てられるとき

佐藤康宏

⑧ 
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学内にある主な作品を
3人の研究者が座談解説

安田講堂壁画、
デュシャン作品、
国宝絵画から
ブリーフまで !

東京大学
美術作品展
学内のあちこちにある美術作品の中から、目に見える形を持つ主なものを選び、
美術研究を生業とする3人の先生に座談会形式で解説してもらいました。
それなりに見えてはいたもの、輪郭しか見えていなかったもの、
全然見えていなかったもの……。トークを読みながら作品を眺め直すことで、
大学が他にはない美術館になるでしょう。
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明治期の西洋美術教育の成果

三浦　工部美術学校が招いたお雇い外国
人のうち、彫刻を担当したのがラグーザ
です。当時の彫刻教育は模刻が中心で、
モデルをきちんと写し取ることが重要で
した。01や02は、西洋人をモデルにラグ
ーザが制作した像を学生の手本として使
ったもので、傑作というほどではないで
すが、手堅く仕上げた感じがします。
髙岸　胸から上を表現する半身の肖像彫
刻は、それまでの日本ではあまりない形
式のものですね。
――あの、ラグーザさんというのは一流
の彫刻家だったんですか ?

三浦　お雇い外国人教師の選出にあたり
イタリアでコンクールを実施しています。
そこで首席を取ったのがラグーザで、当
然優秀だったと思います。来日時35歳で、
若手の有望株だったでしょう。
加治屋　ミラノで開かれた全イタリア美
術展で最高賞を受賞した記録があり、実
力があったのは確かです。
三浦　ラグーザの弟子の中で最優秀だっ
たのが、大熊氏廣。03はなかなかいい作
品ですね。
加治屋　これは卒業制作で、19世紀イタ
リアで活躍した彫刻家ヴィンツェンツォ
・ヴェーラの《スパルタクス》を模刻し
ています。大熊はその後彫刻学科の助手

部美術学校の教育資料は、工学系研究科

建築学専攻に引き継がれています。

　産業革命後の英国を肌で感じた伊藤博

文、山尾庸三により、近代工学教育機関

の設立が建言され、それを受け明治 6年、

工部省工学寮に工学教育機関である工学

校（後の工部大学校）が開校します。一

方で工学寮には「欧州近世の技術」を「百

工の補助」とするための美術校（後の工

部美術学校）も明治 9年に設けられます。

工学校はイギリス人教師で占められます

が、美術学校はイタリア人教師を迎え開

校しました。翌10年 1月には工部省工学

寮が工作局管轄となり、工作局美術校と

改称、さらに 6月には工部美術学校と改

称されます。

　しかし当初の構想は叶うことなく、い

くつかの事情が重なり、明治15年には最

後の彫刻学科生徒が卒業・修業をし、翌

16年 1月には画学科生徒が修業して廃校

となりました。

　この廃校を受け、同じく工部省にあり

ました工部大学校に工部美術学校の教材

や制作品が移管されます。これらの旧工

部美術学校所蔵品は、工部大学校の後継

機関である工科大学時代に造家学科（建

築学科）の管理となり、現在も工学系研

　日本最初の西洋美術教育機関である工

部美術学校をご存じでしょうか。実は工

究科建築学専攻が所蔵しています。

　具体的な資料をいくつか紹介しますと、

彫刻学科の教育資料として、イタリアか

ら将来した石膏像のほか、お雇い外国人

教師ヴィンチェンツォ・ラグーザの《侯

ケレル女史像》、《半身浮彫八角額》や、学

生であった小栗令裕の在学中の作品であ

る《欧州婦人アリアンヌ半身》、靖国神社

の大村益次郎像で有名な大熊氏廣の卒業

制作である《破牢（スパルタアニベーラ全

身）》などを所蔵しています。また画学科

の教育資料としては、模写の手本とした

画手本や解剖図のほか、工部美術学校廃

校後は工部大学校博物場に勤務し、後に

工科大学造家学科において自在画を教授

した曽山幸彦によるコンテ画《弓術之図

（弓を引く人）》などがあります。

　これらの資料群は作品としての評価は

もちろんのこと、日本における西洋美術

教育受容期を知る上での貴重な一次史料

でもあり、多くの雑誌やテレビ、展覧会

で紹介されてきました。

　現在建築学専攻では「デジタル・ミュ

ージアム」準備室を設置し、これら工部

美術学校教育資料はもとより、工部大学

校造家学科、工科大学建築学科時代の教

育資料の公開を進めています。

http://www.history.arch.t.u-tokyo.ac.jp

/museum

工部美術学校時代の
絵画・彫刻教育資料 工学系研究科建築学専攻

技術専門職員

Mayumi Tsunoda

角田真弓／文

ヴィンチェンツォ・ラグーザ
侯ケレル女史像
1878年 工学系研究科

ヴィンチェンツォ・ラグーザ
半身浮彫八角額
制作年不明 工学系研究科

大熊氏廣
破牢
1882年
工学系研究科
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を務めました。スパルタクスは古代ロー
マの剣闘士で、奴隷戦争の指導者です。
右手に短剣、右足首には足枷が見えます
ね。
三浦　工部美術学校を首席で卒業後、大
熊はローマに留学し、帰国後に靖国神社
の大村益次郎像を制作。日本初の西洋式
銅像だとされています。
加治屋　大熊は東大医学部の田口和美教
授のもとで解剖学を学んだそうです。
三浦　この見事な動感表現はそのおかげ
かもしれませんね。
加治屋　続いて小栗令裕ですが、04は美
術大学の受験でよく使われる石膏像のア
リアスに似ていますね。
髙岸　ただ、アリアス像はもっとシンプ
ルで、胸の装飾はありません。ちぢれた
髪の量感、彫り込みの鋭さが印象的で、
技術の高さを見せつけている感じです。
三浦　作品としては少し過剰かも……。
髙岸　工部美術学校の彫刻学科が技術を
重視していたことの表れかもしれません。
三浦　05はデッサンが非常に緻密です。
曽山幸彦は工部美術学校で主にサン・ジ

髙岸　西洋的な特徴と日本的な特徴がミ
ックスされた和洋折衷感を覚えます。

歴史を伝える史料編纂所の絵

髙岸　06は、左下に「辛酉十四」と記さ
れ、辛酉にあたる1501年の10月 4日に描
かれたとわかります。紙形とは肖像画の
下絵ですね。実隆は室町時代最高の学者。
60年に及ぶ日記『実隆公記』を残してお
り、そこにこの絵の経緯も書いています。
彼は、絵師の土佐光信を邸に呼び、北野

ョバンニに師事しました。デッサンを重
視した師匠の指導の賜物でしょう。
髙岸　写真的な感じがしますね。袴のハ
イライトの部分などには金属的な光沢が
あります。
加治屋　実物は181cm×123cmというか

ら、かなり大きい絵です。
髙岸　それを凝縮して見るのでより写真
っぽく感じるのか。
三浦　工部美術学校は写実性を重視して
いたと思われます。
高岸　私は、作者の関心は身体より衣や
刀にあったように感じます。肩から胸の
筋肉の表現は西洋的ですか ?

三浦　胸の厚みが乏しく少し骨張った感
じは日本的ですね。
加治屋　弓を引くポーズはブールデルの
《弓をひくヘラクレス》（1909年）を想起
させます。曽山のほうが早いのですね。

総合文化研究科教授。西洋近代美術史、
日仏美術交流史。駒場博物館館長。著
書に『近代芸術家の表象』『まなざしの
レッスン』（東京大学出版会）、『名画に
隠された「二重の謎」』（小学館）、『エド
ゥアール・マネ』（角川選書）ほか。

総合文化研究科准教授。表象文化論、
現代美術史。共編著にFrom Postwar to 

Postmodern（MoMA）、『中原祐介美術
批評選集』（現代企画室＋BankART出
版）、共著に『地域アート』（堀之内出版）
ほか。

Atsushi Miura Kenji Kajiya
三浦 篤 加治屋健司

小栗令裕
欧州婦人アリアンヌ半身
1879年 工学系研究科
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天神の縁起絵巻をつくる計画の相談をし
た際、肖像画を描かないか、と持ちかけ
ます。それに応じて光信がその場で描い
た下絵がこれでした。本来はここから肖
像画制作に入る。しかし日記には「十分
に似ず。比興」とあります。「比興」は「お
もしろい」「興ざめ」と両方の意にとれま
すが、おそらくこの場合は後者です。
三浦　まあ、もっとかっこよく描いてほ
しかったんですね。
髙岸　結局、光信は紙形を置いて帰った。
それを実隆は読んでいた本に挟みました。
そのまま本が残り、頁の間から偶然発見
されたものを史料編纂所が購入したとい
うわけです。1501年というとレオナルド
・ダ・ヴィンチと同時代。この頃に日本
でもルネサンスに近いスケッチがあった
ことを示唆する絵です。ちなみに、光信
の真筆を所蔵する大学は世界で東大とハ

ーバード大学だけです。
――地味な絵だと思っていました……。
三浦　完成品は残っても下絵は残らない
もの。貴重です。
髙岸　島津家文書は史料編纂所が一括し
て島津家から購入し、2002年に国宝指定
されました。07はその中の、薩摩の名所
絵シリーズ。19世紀には、絵師が現地に
行って絵を描くことが広まっていて、こ
の絵もその類だと思います。島津家の統
治エリアを記録するとともに、風景を美
化して賛美する意図もあったでしょう。
三浦　芸術的というより地誌的な印象が
ありますね。
髙岸　08は、1854年に新発田藩の元藩主
溝口直諒が江戸藩邸の池に咲いた蓮の花
を写生したもの。江戸時代、各地に絵の
好きな大名が現れました。オランダから
百科図鑑が入って博物趣味が広がり、大

名自身が筆をとるケースも多かったよう
です。ただこの絵は西洋っぽくはなく、
筆遣いは伝統的です。幕末には西洋的な
表現が当然になって、図鑑的なリアルさ
ではない絵画表現に戻っていたのかと思
います。
三浦　蓮の花には仏教的な感覚もこめら
れているでしょうか。

作品が示す数理とアートの縁

加治屋　数理科学研究科は19世紀末から
20世紀初頭にかけてドイツで作られた石
膏の幾何学模型を所蔵しています。数学
上の曲面を可視化したもので、東大のコ
レクションはゲッティンゲン大学のもの
などとともに最も充実したものの一つだ
そうです。写真家の杉本博司さんは博物
館のジオラマや蠟人形など、模型を白黒
で撮る作品を展開していて、09もその一
つ。実際の模型は小さいですが、作品で
見ると壮大に感じます。エルンストやマ

史料編纂所基金にご支援を　大切な文化遺産である史料の保存・修補、データベースの整備やデジタル化には、安
定的で大きな財源が必要です。皆様のご支援をお願い申し上げます。http://utf.u-tokyo.ac.jp/project/pjt10.html

人文社会系研究科准教授。日本美術史、
中世絵画史。著書に『室町王権と絵画』
（京都大学学術出版会）、『室町絵巻の魔
力』（吉川弘文館）。編著に『日本美術史』
（美術出版社）、『天皇の美術史』（吉川
弘文館）ほか。

Akira Takagishi
髙岸 輝

溝口直諒  牡丹蓮図説  1854年  史料編纂所

土佐光信  三条西実隆像紙形  1501年 史料編纂所

国宝島津家文書  薩藩勝景百図  
1815年  史料編纂所
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ン・レイ、ガボやペヴスナーなど、幾何
学模型に興味を持つアーティストは少な
くないです。
三浦　陰翳が強く、非常に立体感が強調
されていますね。
加治屋　ヤマダ精機という会社が数理科
学研究科と共同で現代の技術で再現した
幾何学模型が、数理科学研究科や、杉本
さんがデザインした表参道の商業施設の
エントランス空間に展示されています。
数式が美しい形を持っていて芸術家の関
心を惹くのはよくわかります。
三浦　杉本作品からはデュシャンの概念
芸術に通じるものを感じます。
加治屋　10の「うつろひ」というコンセ
プトは1978年のパリの展覧会にさかのぼ
ります。当初はワイヤーではなく真鍮の

三浦　12はデュシャンの代表作です。フ
ィラデルフィア美術館にあるオリジナル
から 3つのレプリカが生じましたが、こ
れは 3つ目の「東京バージョン」です。
美術評論家の瀧口修造さんが発案し、東
大と多摩美術大学が共同で制作しました。
瀧口さんがデュシャンの生前にレプリカ
制作の約束をしていたので、夫人が許可
を出した、と伝えられています。
――どう見ればよいのかさっぱりわかり
ません。
三浦　解釈は見る者に委ねられています。
本人が構想メモを残しましたが、作品と
完全には一致しません。
加治屋　一般に了解されているのは、下
半分が独身者の領域を、上半分が花嫁の
領域を表すということです。独身者の欲
望が上の花嫁へと向かうが、成就されな
いで終わってしまう、と。
三浦　性愛の不毛が主なテーマだ、とは
いえますね。
加治屋　下部左の雄の鋳型で表された独
身者の欲望は三角錐の濾過器を通って落
下し、右の検眼表から上昇して上部に射
撃の跡を残します。「毛細管」「射撃の跡」
「換気弁」に偶然性が用いられています。
三浦　オリジナルには大きなひびがあり
ます。運送途中に偶然入ったものですが、
デュシャンはこれで作品が完成したと喜

板を使っていました。宮脇さんの代表作
で、群馬県立近代美術館なども所蔵して
います。空に線を描きたかった、とご本
人は語っていました。
三浦　直線的で硬質な建物の中庭にやわ
らかな曲線の作品があることで、見た人
はほっとする感じがすると思います。
髙岸　学内にある現代アート作品として
は最大級ですよね。
三浦　屋外にある作品はメンテナンスが
心配ですが。
加治屋　少しさびてきたので、対応を検
討しているようです。
三浦　美術作品の保全は東大全体の課題
ですね。

美術を揺るがす作家の代表作

杉本博司  数学的形体：曲面0003  2004年 数理科学研究科
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宮脇愛子  うつろひ  1995年
 数理科学研究科

平川滋子 五つの赤い宇宙  
1999年 数理科学研究科
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んだそうです。作者の意図をミニマムに
して偶然的な要素を入れたい、という意
図でした。
――……やはり難しい作品ですね。

西洋画を消化した日本画の妙

三浦　13は強調したい作品です。旧制一
高は明治20年代に、歴史倫理教育の教材
として近代日本画を30点ほど購入しまし
たが、その一つがこの絵です。フェノロ
サや岡倉天心の教えに従い、西洋の影響
を取り入れた新しい日本画を創始し、東
京美術学校の初代教授として横山大観、
菱田春草らを指導したのが橋本雅邦。こ
の絵では、奥行きのある空間表現、明暗
法、事物の写実性など、近代日本画再生
のために西洋絵画の刺激を入れようとし
たフェノロサらの方針が窺えます。石橋
財団のご支援を受けて、2018年、近代
日本画コレクション全体の修復が終わり
ました。

髙岸　画題は歌人・西行の有名な句「心
なき身にもあはれはしられけり鴫

しぎ

たつ沢
の秋の夕暮」です。鴫たつ沢は現在の湘
南エリア。鎌倉時代の「西行物語絵巻」
を西洋画風に落とし込んだ作品です。
――この人は顔がかなり小さいですよね。
髙岸　西洋風ですね。空気遠近法的な靄
のかかり方もそう。一方、右手前に人物
がいて、左に水面があって空間が左奥に
抜けるのは、日本の屏風や絵巻によくあ
る構図。うまい構成です。
三浦　これだけ大きい人物も特徴的。過
去の日本画だったらもっと小さく描かれ
たはず。
髙岸　画面に対して人物を大きく描くこ
とで遠近感が強調されている。西洋の歴
史画に出てくるような描き方です。
三浦　日本画と西洋画の絶妙なブレンド
が光りますね。
加治屋　日高理恵子さんは日本画出身で、
14も紙に岩絵具で描いた絵です。樹を見

上げたときの包まれたかのような感覚を
描いており、隣の矢内原公園の木々と照
応しています。
三浦　図書館という本の森のなかに自然
を持ち込んだ感じがしますね。

実は魅力的な大壁画が駒場に

三浦　続いて、15は駒場を代表する巨大
壁画。今関さんは旧制一高を中退して画
家となった人です。渡欧から帰国し、19

69年に駒場図書館に飾るために描いたの
がこの絵。19世紀フランスのアカデミス
ムの群像構図に近く、古典的な歴史画を
思わせます。ピラミッド型の人物配置を
全体にも部分にも適用し、大人数なのに
整然と見せた。違和感があるのはブリー
フとレオタードですね。西洋なら裸体で
描くところです。大学に置くので裸は避
け、体育という健康的なイメージで表し
たのでしょう。
加治屋　白馬に乗った人もいて、幻想的

日高理恵子  樹の空間からＶ  1998年 駒場図書館

    マルセル・デュシャン  
花嫁は彼女の独身者たちによって裸にされて、さえも（大ガラス）
1980年 駒場博物館
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1.花嫁／雌の縊死体　2.銀河／高所の掲示　
3.換気弁　4. 9つの射撃の跡　5.花嫁の衣装
／水平線　6.独身者たち／ 9つの雄の鋳型
／制服と仕着せの墓場　a 僧侶　b デパー
トの配達人　c 憲兵　d 胸甲騎兵　e 警官　
f 葬儀人夫　g カフェのドアボーイ　h 従僕　
i 駅長　7.水車のある滑溝　8.毛細管　9.漏
斗　10.はさみ　11.チョコレート磨砕器　
12.トボガン（未完成の要素）　13.眼科医の
証人／検眼表／マンダラ　



14

です。アナクロな味わいが逆に面白いで
すね。
――DA PUMP「U. S. A.」のダサかっ
こよさを連想しました。
加治屋　そうですか（笑）。
三浦　実は、この絵を入学当時に見て「つ
いていけない」と感じたのを覚えていま
す。青春を極端に理想化した姿だな、と。
加治屋　1969年というと学生運動が盛ん
だった時代ですよね。中央の片膝の人物
は何か読み上げ、それに対して左の人物
が宣誓しているように見えます。
三浦　今関さんは故人なので実際の意図
を聞けないのが残念です。

歴史ある大学にいい壁画あり

三浦　16は東大を代表する壁画。歴史の
ある大学にはいい壁画があるもので、た

うのは驚きです。
髙岸　結局、江戸幕府によるキリシタン
追放でこうした技術も途絶えます。数十
年だけ日本にこういう絵画術が存在した
わけです。手本とした西洋の版画よりも
表情が優しいといわれています。

文学部が受け継ぐお宝絵たち

髙岸　19は仏文学研究室の所蔵です。
三浦　20世紀フランスの詩人・劇作家で
あるポール・クローデルが東京で編纂し、
画家の富田渓仙が絵をつけた詩画集です
ね。クローデルはフランス大使として日
本に赴任したこともあり、日本の文化に
詳しかった。俳句にも興味を持ち、俳句
を取り入れたフランス語詩を残しました。
これは全部で240部印刷されたものの一
部ですが、クローデル自筆の文字が渓仙
の筆と一体となって一つの世界を創り出
しています。
髙岸　20の印にある元久という絵師は、
おそらく狩野元信の弟子か親族です。16

穫する。人物を自然の中に配置する構図
で、大学にふさわしい主題を考えたと思
います。変形のキャンバスに描くのは難
しいですがうまくまとめています。
加治屋　これも修復したんですよね。
三浦　20世紀中は注目されなかった壁画
ですが、ようやく関心を呼ぶようになり、
修復された。今後も大事にしたいですね。
髙岸　18は銅版の上に油彩で描かれたと
いう珍しい作品。ザビエルらの宣教師が
来日し、布教に使う聖画像を描かせるた
めに、日本の10代の若者を絵師として養
成しましたが、その一人が丹羽です。初
めて西洋の陰翳表現や立体表現を学んだ
はずですが、見事に技術を吸収していま
す。
三浦　イエス・キリストの肖像ですが、
当時の日本の青年がここまで描けるとい

今関一馬
青春
1969年
駒場ファカルティハウス

ヤコブ丹羽（丹羽ジャコベ）
救世主像
制作年不明 総合図書館

白
ブ
リ
ー
フ
の

ダ
サ
か
っ
こ
い
い
味
わ
い

15
Collection

昔
の
日
本
の
10
代
が
描
い
た

優
し
い
イ
エ
ス

18
Collection

大
学
に
お
け
る

入
学
と
卒
業
を
表
現

16
Collection

訪
れ
た
人
を
迎
え
る

半
円
形
の一対

17
Collection

小杉未醒  動意、静意  
1925年 安田講堂小杉未醒  湧泉、採果  1925年 安田講堂

とえばソルボンヌ大学にはピ
ュビス・ド・シャバンヌの壁
画《芸術と学問の聖なる森》
があります。小杉はパリに行
きましたし、シャバンヌを格
調高い画家と評価していまし
た。意識したのは間違いない。
《湧泉》は入学、《採果》は卒
業を意味すると思います。学
問に触れて知の泉が湧き、い
ろいろ学んで最後に果実を収
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世紀前半から半ば、狩野派は大きな工房
でこの手の扇を大量生産し、印を押して
狩野ブランドとして売っていました。こ
れはその一つで、もとは屏風に貼ってあ
ったものです。水墨画としてよく描けて
いて、柳のやわらかさ、鳥の羽のふわふ
わした質感がよく出ています。21の作者
は住吉如慶・具慶。住吉派は土佐派の弟
子筋にあたり、将軍家に仕えた正統の絵
描きです。江戸時代の絵巻というのは、
20～30年前まで美術コレクターが評価
しておらず、主に国文学の研究者が資料
として買っていました。これも入手した
頃はそれほど価値が認められていなかっ
たでしょう。それが、ここ10年ほどで再
評価が進みました。美術史でなく国文学
研究室にあることが歴史を物語ります。

加治屋　22は1977年に東大創立100周年
を記念して刊行された版画集。70年代の
本郷や駒場の様子を伝える作品が10点収
められています。
三浦　三浦巌は文学部東洋史学科の出身
です。パリのサロンで1970年に《薬師寺
の塔》で銀賞を、1971年に《パリ風景》
で金賞を受賞。日仏で活躍した水彩画家
です。
髙岸　学内に高層建築群が建つ前の風景。
東大紛争後の平和を取り戻した時代の空
気が漂います。
三浦　建物だけでなく、必ず緑を入れて
やわらかく仕上げた嫌みのない絵です。
髙岸　名所絵葉書的ですが、好感を持っ
て見られますね。
三浦　23・24の高島は、農学部水産学科

を首席で卒業し、銀時計をもらえるはず
だったが断ったという逸話が残ります。
孤高の画家人生を歩み、画壇とは無縁で
したが、最近再評価が進んでいます。蠟
燭を描いたものが有名ですが、非常に写
実的かつ神秘的で、精神性を感じさせる
画風です。根底には仏教の慈悲の思想が
あったようです。自然を描いて宗教性を
感じさせる画家は多くないと思います。
この絵も見ていて引き込まれます。
――ご本人が医科学研究所附属病院に入
院したことがあり、そのご縁で寄贈され
たそうです。
三浦　素晴らしいものをいただきました
ね。

東大ゆかりの作品を次代にも

――さて、これまで見てきていかがでし
たか。
三浦　東大ゆかりの人の作品が思った以
上にありますね。ご縁ありきで入ってく
るゆかりの品を今後も大事にしたいと思
いました。
加治屋　教育・研究目的で入ったものも
少なくないですね。今もどのくらい受け
入れているのか気になりました。他大で

高島野十郎 満月  
1963年 医科学研究所

※23,24は一般公開していません。

高島野十郎 林辺太陽 
1967年頃 医科学研究所
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22
Collection

ポール・クローデル   雉橋集  1926年 人文社会系研究科 元久印  柳に鵯図扇面  室町時代 人文社会系研究科

住吉如慶・具慶  竹取物語絵巻 かぐや姫の昇天
1649年 人文社会系研究科三浦巌  東大石版画集 1977年 本部棟

初
期
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の
扇

20
Collection

富
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の
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た
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語
の
詩
画
集

19
Collection
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はもっと充実したコレクションを持つと
ころもありますが。
髙岸　プリンストン、ハーバード、イェ
ール大学などは大規模な美術館といえる
レベルです。年代的にも体系的にも欠け
ているピースを集めるという戦略が昔か
らあったそうです。
三浦　財政面でのサポーターも強大です
しね。
髙岸　東大にある作品の多くは、美的な
関心から集めたわけではなくても、次々
に再評価されてきています。そこに希望
がある。今は光が当たっていないが今後
評価が高まるものがきっと他にもあるで
しょう。木下直之先生が学内の造形物を
次々と掘り起こしてくれたので、残る
我々も引き継いで耕したい。
三浦　普通、興味はいま価値があるもの
に向きます。大学はそういう価値観では
ないからいいのかもしれない。
髙岸　無欲で集めることのよさですね。
でも無欲であるがゆえに作品が散逸した
り傷んだりするのはいけません。
加治屋　そう考えると《きずな》を失っ
たのが改めて残念です。戦後日本美術を
考える意味で大変重要な作品でした。
三浦　今後は大学も少し欲を持ったほう
がいいかもしれません。その上で価値を
教育・研究に還元していくことを心がけ
ていきましょう。
（2019年 1月18日、駒場博物館にて）

る取組みを約60年間も続けています。こ

れまでにアーカイブされた点数はなんと

約20万点。その成果は調査カードの形で

保管されて国内外の研究者に活用されて

いるほか、東京大学出版会の書籍『中国

絵画総合図録』正編（全 5巻）・続編（全

4巻）にまとめられ、中国絵画研究者に

とっての必備の書となっています（現在

刊行中の三編は2020年に完結予定）。

とえば本郷。医学部附属病院管理・研究

棟の外壁には、2人の彫刻家による医学

にちなんだレリーフが。南側が日名子實

三の《長崎への医学の伝来》、北側は新海

竹蔵の《診療・治療・予防》です。日名

子實三は平和の塔や日本サッカー協会の

八咫烏エンブレムの作者として知られま

す。新海竹蔵は、工学部前のコンドル像

やバス通り沿いの青山胤道像の作者・新

海竹太郎を伯父に持つ彫刻家。総合図書

　東洋文化研究所の東アジア美術研究室

では、世界各地にある中国絵画を撮影す

　誌面で紹介したのはほんの一部で、学

内には他にも様々な作品があります。た

館の入口外壁にあるレリーフ、 3階にあ

るメダリオンも彼の作品です。 3階には

ほかにユーゴーの胸像、パスツールの胸

像、小泉八雲のレリーフ、ブランデンの

レリーフもあり、 1階の記念室にはイン

ドのネール首相が本学を訪れた際に寄贈

したラビンドラナート・タゴールの肖像

画がかかっています。構内のあちこちに

ある肖像彫刻については木下直之先生が

『博士の肖像』（東京大学出版会）で詳し

く解説済。キャンパスは美術系トレジャ

ーハンティングに最適です。

60年以上続く中国絵画
撮影プロジェクト

その他の作品たち

千佛壁画断片25
Collection

清須史門
16×9ブラジルの音29

Collection

武人像
26

Collection

27
Collection

藤掛正邦 
宇宙膨張進化の
視覚伝達装置
ビッグバンと
宇宙の晴れ
上がり

大小島真木
海の天井画／
生命のアーキペラゴ

28
Collection

荻須高徳
ブルゴーニュの古橋30

Collection

大野廣子
ニュートンのリンゴ31

Collection
加藤修
萌芽のとき 32

Collection 佐藤藍
変わりつづける無限と
そのかけら 0533

Collection

25.寺院の壁面に同形同サイズで配列された千体の仏
の一部。横を見つめる瞳の表現が特徴的。中国新疆
ウイグル自治区ホータン出土／伝ル・コック将来品
／ 7世紀頃／東洋文化研究所　　26. 高昌国の古墳
から出土した俑と呼ばれる人形の一つ。木片に粘土
を巻いて整形したもの。中国新疆ウイグル自治区ト
ルファン出土／大谷探検隊将来品／唐時代（ 8世紀）
／東洋文化研究所　　27. 宇宙が誕生し膨張する様
子を表現したワイヤーアート作品。理学部 1号館 1

階で鑑賞可。2011年／理学系研究科　　28. クジラ、
ウミガメ、ウミネコ……あらゆる命の起源である海

が大槌のセンター新棟の入口に。2018年／大気海洋
研究所附属国際沿岸海洋研究センター　29. リオの
キリスト像のスカート内を計 6枚で描く構想の最下
部。上の 5つの曲線は足の指。先端科学技術研究セ
ンター　30. フランスで活躍した画家が、故・猪瀬博
教授の文化功労者顕彰の記念に制作し寄贈した作品。
1986年／山上会館　31. 小石川植物園にあるニュー
トン由来のリンゴを題材に、総長応接室のために作
られた一作。2003年／山上会館　32-33.棟内と棟の
外壁に 4つの加藤作品と 2つの佐藤作品を展示。
31の大野作品も 3作品あり。物性研究所
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1 .渦、それはパーティー　クラブDJ的な手の動きを
察知して水が回り渦が出現。手の制御で渦を維持す
るのが快感。2 .モーツァルトのゆりかご　運動量保
存則を表す「ニュートンのゆりかご」に光をプラス。
球の数と動きに音がシンクロ。3 .―The world line―　AI

で顔から年齢を推理して電光表示管に生年月日を表
示。モチーフは『STEINS; GATE』。4 .生の装い　手を
かざしたり指で押したりすることで微妙な動きを見
せる砂鉄が何となく生き物のよう。5 .自律する影　
影が意志と無関係に動き、踊ったり逃げたり。中年
にとっては『名たんていカゲマン』的。6 .二重人殻　
姿の3Dスキャンで生じた己のドッペルゲンガーが
増殖したり縮小したり攻撃してきたり。7 .VR Piano 

Visualizer+　鍵盤の弾き方に応じて人魂状のものが宙
に放たれていき可視化された音楽の世界が広がる。

芸大ではない総合大学のアート活動とは

美術に関わる
東大の研究・教育
ここからの8ページでは、東大で行われている数多の研究・教育活動の中から
アートに関わるものをピックアップして紹介します。まず前半ではアートに関わる
部局等の5つの取組みを概観。後半ではアートに関わる研究者4人が自身の研究を
語ります。芸術大学とは違う、総合大学としてのアート活動をご覧下さい。

情
報
学
環・学
際
情
報
学
府

第20回東京大学制作展
“Dest-logy REBUILD”より

　まず紹介するのは、大学院情報学環・
学際情報学府が毎年行っている「東京大
学制作展」です。これは、情報学を専攻
する学生たちがメディアアート作品を制
作して一般に公開する展覧会。その活動
が高く評価され、2008年にはメディアア
ートの世界的祭典「ARS Electronica」
に総合大学として初めて招聘されたとい
うプロジェクトです。2001年に始まった
際は学生有志による企画でしたが、現在
は単位が出る公式な授業の一環として展
開されています。責任教員を務める苗村
健先生によると、作品制作だけでなく、
監督、プロデューサー、制作マネージャ
ー、会計、広報、デザイン、空間デザイ
ン、会場設営、Web、記録と、運営の全
てを学生が主体となって進めているとか。
「講義として履修するのは毎年20～25人
ですが、OB/OG、東京芸大や多摩美大
などの大学院生も10～15人ほど参加して
くれています。技術はあれど何を作れば
よいかわからない人と、作りたいものは
あれどその技術がない人とをつなぐとこ
ろに、面白さがあります」
　本番は11月ですが、7月にプレ展示を
行うのが授業の特徴。新入生は 4月から
3ヶ月間で作品の構想からプロトタイプ
制作、展示までをひと通り実践し、その
反省を踏まえた上で本番に臨みます。重
視されているのは、フィードバックを次
につなげる意義を体感すること。本番で

も、作品を出展して来場者のフィードバ
ックを得ることが単位取得の条件です。
工学部 2号館内の 3ヶ所に設営された第
20回制作展の会場を記者が回って見てい
ると、確かに制作者の皆さんに次々に話
しかけられ、熱のこもった解説トークが
聞けました。東大生は頭がいいけどコミ
ュニケーションは苦手、というような先
入観を覆された来場者も多かったことで
しょう。
「技術系の人間は技術をどうやって実装
するかから語りがちですが、見た人にど
んな体験をもたらすのかから語るよう指

導しています。また、メンバー同士の情
報共有は基本的にオンラインで行います
が、重要なことは顔を合わせる授業の際
に決めるのが大事なルール。外から人を
呼ぶ企画を行う以上、対面のコミュニケ
ーションが非常に重要だからです」
　情報技術に芸術的要素を織り交ぜて表
現・発信する創発的実践の経験を経て、
その後、本格的に芸術分野に身を置いた
学生や、教員として各方面で活躍する卒
業生も少なくないそう。他では得がたい
貴重な経験が大きな教育効果をもたらし
ているのは間違いありません。

20回目を迎えた学生たちの
メディアアート展　

1 2

3

5 6 7

4
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　1949年に発足した生産技術研究所（生
研）は、工学のほぼすべての分野をカバ
ーする東大の附置研究所です。量子レベ
ルのミクロな世界から地球レベルのマク
ロな世界まで、最先端の工学研究を70年
にわたって行ってきた研究所では、この
ところ、工学にアートやデザインを融合
する動きが活性化しています。
　2016年、英国ロイヤル・カレッジ・オ
ブ・アート（RCA）との協同でRCA-IIS 

Tokyo Design Labを設立し、日英を架橋
するデザイン・エンジニアリングの研究
教育活動を開始。2017年には、RCAで

イノベーション・デザイン・エンジニア
リングの部門を牽引してきたマイルス・
ペニントン教授と、現代アーティスト「ス
プツニ子 ! 」としての活躍が知られる尾
崎マリサ特任准教授が着任しました。さ
らに、新たな価値を創造する人材の育成
と産学官民協働拠点形成のための組織と
して価値創造デザイン推進基盤を所内に
設置。全学の新しい連携研究機構として、
価値創造デザイン人材育成研究機構も発
足させています。
　2018年12月には、六本木の国立新美術
館で生研の70周年記念展示「もしかする
未来　工学×デザイン」を開催。かつて
本拠としていたその場所では、工学とデ
ザインをつなぎ合わせる研究から生まれ
た美しいプロトタイプの数々が、もしか
すると今後やってくるかもしれない未来
の姿を垣間見せていました。
「研究から生まれたものにデザイナーが
後から手を加えて仕上げるのではなく、
研究の段階から研究者とデザイナーがい
っしょになって取り組むのが私たちのや
り方です」。記念展に先立つ記者会見で
そう語ったのは、価値創造デザイン推進
基盤所属教員の一人で、記念展のリーダ
ーを務めた山中俊治先生。JR東日本の
SUICA改札や日産インフィニティQ45、
美しい競技用義足などのプロダクトをイ

　各々の展示に山中先生がつけた芸術的
な直筆スケッチを眺めるうち、ふと気に
なってアートとデザインの違いを質問し
た記者に、「アートとデザインの関係とい
うのは、サイエンスと工学の関係に近い
ですね」と明快に教えてくれた山中先生。
優れたデザイナーは優れた教育者を兼ね
ているようです。

ンダストリアルデザイナーとして手がけ
てきた山中先生は、2013年に着任する際
に所内のさまざまな研究に出会い、「宝の
山が形をほしがっている」ように感じた
とか。今回の展示では、建築の今井研究
室、レアメタルの岡部研究室、バイオハ
イブリッドの竹内研究室ほか、14の宝に
美しい形を与えました。

生
産
技
術
研
究
所

工学とデザインの融合を
組織として推進

「もしかする未来 
工学×デザイン」展より

1

4

5

6

7

3

2

1.Ready to Crawl　そのままの形で3Dプリンター
から「孵った」歩くロボットたち。ムカデ的
だったりダンゴムシ的だったり。役には立た
ない。でもかわいい。2-3.生産技術研究所 S

棟模型　DESIGN LABがある建物の模型には
3Dスキャンされた教員たちの姿が（右は山中
先生）。4.Cell Figure　コラーゲンのゲルと細胞
でできた人型。最初は皆同じ形なのに細胞の
働きで次第に個体差が。5.硬球感　硬式野球
のボールの密度変化を再現。内部にコルク芯
はないのに持つとなぜか近い感触が ! 6.DESIGN

LAB ZOO　会期中、RCA-IIS Tokyo DESIGN LAB

が出張しメンバーが実際に活動を展開。左が
ペニントン先生。7.チタンつなげて回すアー
ティスト・荒牧悠氏作。連結した針金が回っ
て立方体に見えそうで見えない状態が続く。
8.Breathing Skeleton　人間の呼吸の動作を骨格の
みで表した「動くガイコツ」。未来の学校には
こんな骨格標本が ?　9.Parametric Tube　数十本
の細い螺旋でできた円筒が回転して太くなっ
たり細くなったり。呼吸する網タイツ ?　10.チ
タニウムスツールⅡ　現場で出る端材を活用。
将来は軽くて丈夫で錆びなくて安いチタン家
具が広まるのかも。11.CR-1：ドライカーボン
製陸上競技用義足　F1にも使う素材で軽さと
強さと美しさを追求。パラリンピック代表の
高桑早生選手向け。
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　2018年 3月、カブリ数物連携宇宙研究
機構（Kavli IPMU）は、ある作品展を
開催しました。「再n邂逅する科学と美術
の試み、2018東京 – 第1回Kavli IPMU

アーティスト・イン・レジデンスプログ
ラム参加作家展」。機構に 1ヶ月間滞在

して研究者と交流しながら作品を制作し
たアーティストたちの展覧会です。17日
間の会期中には、絵画、メディア、彫刻
の3名のアーティストが機構で過ごす
日々を経て生んだ新作とともに、機構の
研究を紹介する展示も行われました。
　1990年代から欧米で本格的に普及した
アーティスト・イン・レジデンス（AIR）
は、近年は日本での実施も増えています
が、研究機関が行うのは珍しいでしょう。
その実現には、アートと科学の両方に通
じたスタッフが不可欠でした。2009年か
ら機構に勤めている坪井あやさんは、学
生時代から現代美術に携わり、自身も作

品制作を続ける学術支援職員です。
「当初は研究に関する図像を機構内で募
集して写真展をやっていました。集まっ
た画像を自分でプリントして広場の壁に
貼っていましたね」
　 1回目の展示中に開催した交流会の参
加研究者は 5人ほど。しかし、図像を発
端にした交流は徐々に広がっていきまし
た。写真展が軌道に乗った頃、坪井さん
はこの活動を広報の職務に活かせないか
と考え始めます。そんなときに耳にした
のが、欧州原子核研究機構のAIRでした。
「業務改革総長賞という学内コンテスト
の副賞でアメリカの大学の科学と美術の
プログラム視察を企画しました。大学で
AIRという形式は不人気でしたが、いろ
いろなプログラムの現場を見て、Kavli 

IPMUならうまくいくと思ったんです。
その後実施した科学と美術のトークイベ
ントに来ていた画家の野村康生さんとの
出会いも大きなご縁となりました」
　2015年夏、野村さんを迎えて最初の
AIRが実現します。研究者たちはアーテ
ィストの居室を訪れ、普段は見られない
制作現場を目の当たりに。ワークショッ
プでは数式を絵として表す試みが研究者
とアーティストの両方を刺激しました。
機構の日課である全員が集うティータイ
ムでは、名物の黒板を使った意見交換が
白熱。こうした 4週間の交流はどんな作
品に結びついたのでしょうか。
「野村さんは、数学者からfibrationとい

う手法による高次元の扱い方を聞き、大
きな影響を受けたそうです。AIR直後の
作品「不可視のハロ」にも影響が見えま
すが、以後の作品では直接的な表現がな
され、さらに進展しています」
　科学とアートの今回の邂逅は、まず後
者の側に作品という果実をもたらしまし
た。果たして前者の側にはどんな影響を
及ぼしたのか。 3つの分野を束ねて宇宙
の謎に挑み続ける機構の今後に注目です。

カ
ブ
リ
数
物
連
携
宇
宙
研
究
機
構

アーティストが滞在して作品を制作するAIRプログラム

ティータイムの会場となる藤原交流
広場には、この「不可視のハロ」（野
村康生）のほか、AIRに参加したアー
ティストの作品が常設されている。

「再n邂逅する科学と美術の試み、
2018東京」より

1. Noctis Labyrinthus No.30 -type.C positive-, Noctis Labyrinthus No.31 

-type.P negative- 野村康生　2. Untitled 2018 春山憲太郎　
3. a study for spacecolortime 平川紀道

1

8

9

10

11

2

3
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　東京大学の中でもデザインやアートへ
の強いこだわりで知られる施設が、日本
郵便株式会社との協同で2013年に誕生し
たインターメディアテク（IMT）。東大
が創立以来蓄積してきた学術遺産を中心
に据えた、総合研究博物館の新しい学術
文化総合ミュージアムです。
「心がけたのはデザイン重視のミュージ
アムです」という館長の西野嘉章先生の
言葉が示すように、IMTでは展示の説明
を文字で長々とつけるようなことはして
いません。そのかわり、来場者が言葉よ
り視覚で腑に落ちるように、という配慮
が館の隅々まで張り巡らされています。
グラフィック、展示什器、内装、家具に
至るまで、所属教員がほぼ自分たちの手
で作っているのも大きな特徴。IMTの研
究者は教員であると同時にデザイナーで
もあり、また、職人でもあるわけです。
　そうした館がアートに関する展示や研
究教育活動を数多く手がけてきたのは当
然のことでした。アーティストの諏訪綾
子さんと組んで味覚に焦点を当てた『好
奇心のあじわい 好奇心のミュージアム』
（2014-2015年）、医学部附属病院が受け
継いできた医学者の肖像画・肖像彫刻を
修復して展示した『医家の風貌』（2016

年-）、戦前の什器と現代美術を組み合わ
せた実験展示『パースペクティヴ』（2017

年）、英国キュー王立植物園の植物画と
東大所蔵の植物標本を組み合わせた『植
物画の黄金時代』（2017年）、アーティス
トのユーグ・レプさんとの共同企画で石
を巡る現代美術と学術標本を組み合わせ
た『石の想像界』（2018-2019年）……。
　丸ノ内のJPタワーには、一般の美術館
や他の大学博物館と一線を画す、東大な
らではのアートの姿があります。

　今日の芸術は、文系の人文知や理系の
先端知も取り込みながら、多様な展開を
遂げています。芸術に関する研究も、美
学や美術史だけでなく、表象文化論、文
化資源学、教育学、身体運動、脳科学、
人工知能、認知科学、数学、建築など、
様々な分野で取り組まれています。ただ、
東大では、芸術に関して、文・理を超え
て連携する機会はほぼありませんでした。
　しかし現在、様々な部局で芸術関連の
研究を行っている教員が、芸術創造を軸
とした連携活動に向けて準備を進めてい
ます。総合文化研究科をはじめとする複
数部局が手を組み、アーティストとの連
携も行いながら、芸術創造に関する分野
融合型の共同研究を実現しようとしてい
ます。2018年 3月には準備委員等の関連
教員が「学問と芸術の協働 東京大学から
の新展開」というシンポジウムを行いま
した。重要なのは、この研究成果が学生
の教育活動に還元されることです。
「芸術家を育てる芸術系大学ではなく、
各界に人材を輩出する総合大学こそ、芸
術教育を取り入れる必要があります。世
界のトップ大学はいずれも芸術学部を有
しますが、この点で東大は立ち後れてい
ます」と語るのは、シンポジウムで司会
を務めた加治屋健司先生（総合文化研究
科）。芸術的な感性は人間の学習過程で
大きな役割を果たし、芸術は多様な価値
観を知る上で重要です。従来と異なる考
え方で発想することがあらゆる場で求め
られる時代において、芸術教育がこうし
た発想の力を育むのは間違いないでしょ
う。すでに教養学部や教育学部ではアー
ティストによる授業を始めています。総
合大学ならではの広さと深さを芸術の研
究・教育につなげる新プロジェクトの始
動にご期待ください。

学術遺産とアートで
新たな価値を生む博物館

アートの実践を通した研究と
教育を全学的に
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右／2018年 3月のシンポジウムの様子。アーティストやキュ
レーターを招き、総合文化研究科、教育学研究科、人文社会
系研究科、数理科学研究科、情報学環の各教員が学問と芸術
の協働について議論しました。左／O JUN氏（東京芸術大学
美術学部絵画科油画専攻教授）が2018年1月に行った集中講
義「造形空間芸術論II」（教養学部教養学科）の授業風景。

総
合
文
化
研
究
科

1

2

4

IMTのアート関連の
取組みより

1.特別展示『医家の風貌』会場風景（イン
ターメディアテク、2016年-）　2.『好奇心
のあじわい 好奇心のミュージアム― フ
ードクリエイション＋東京大学総合研究
博物館』会場風景（金沢21世紀美術館、
2014-2015年）　3.現代美術実験展示『パ
ースペクティヴ（1）』会場風景（インター
メディアテク、2017年）　4.特別展示『石
の想像界―アートとアーティファクトの
はざまへ』会場風景（インターメディア
テク、2018-2019年）　5.映像インスタ
レーション『CLOUD BOX』会場風景（独ニュ
ルンベルク新美術館、2017-2018年）

5

3

© インターメディアテク

© インターメディアテク / 空間・展示デザイン © UMUT works

© インターメディアテク

© インターメディアテク / 空間・展示デザイン © UMUT works

© インターメディアテク / 空間・展示デザイン © UMUT works
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「好きなのは阪神ですが、
研究はサッカーにたとえてみます」
――強引な突破も辞さぬ美術史の世界
日本美術史、特に伊藤若冲や曾我蕭白をはじめとする絵画の研究で知られる佐藤先生。
一方で応援歴が50年に迫るという阪神タイガースファンでもありますが、
ここではサッカーになぞらえて自身の研究を語ります。
先生が得意とするのは、精確なシュートというよりは大胆なドリブル突破でした。

『若冲伝』
（河出書房新社／2019年／2,400円＋税）

『絵は語り始めるだろうか』
（羽鳥書店／2018年／12,000円＋税）

ことが、日本美術史を専門とするきっかけに

なりました。最近書いた『若冲伝』（河出書房

新社、2019年）という評伝には、私自身のこ

れまでの若冲研究も盛り込んでいます。

　若冲の絵画はきれいだし力がある。そうい

う感覚的な歓びが出発点でした。しかし、自

分はこう感じるというところにとどまって思

索するのでなく、向こう側に、若冲の側に立

って物事を考えたい、というのが美術史です。

若冲のことをわかろうとすると、たとえば彼

がどんな絵画を発想源として自分の作品を作

ったのか、具体的に検討してみる必要があり

ます。どこまでが既成の素材や描き方でどこ

からが彼の個性といえるのかを明らかにしな

いと、彼の表現を個性的だとはいえないわけ

です。

　江戸時代の画家は現代の画家とは違います。

自分が描きたいように描いてその作品の買い

手がつくのを期待できる、そういう制作のあ

り方は、例外的でした。たいていの場合は注

文を受けて、顧客の好みに合う作品を作るの

です。青物問屋の主人を引退して職業画家と

なった若冲も、基本的にはそういう制作をし

ていました。一方で、若冲の代表作である着

色の細密な花鳥画30幅、「動植綵絵」（宮内庁

三の丸尚蔵館）は、彼が相国寺に寄進したも

のでした。一介の商人がどうしてそんなこと

をしたのか気になりますね。

　制作途中で「動植綵絵」を見た人の漢詩を

見つけ出し、「綵絵」という言葉の使用例を探

し、寄進と制作の経緯を考え、私の導き出し

た推論は、父親を供養する意図がこの事業に

は含まれていたというものです。また、若冲

は、「動植綵絵」が永遠といっていいほどの遠

い未来に向けて見られ続ける価値があるとい

うたいへんな自信を持っていたこともわかり

ました。さらに表現の分析から、このシリー

ズは若冲自身と当時の京都市民の心理に潜む

不安と欲望の造形という一面があるのではな

学 3年生のときに18世紀の京都で活

躍した伊藤若冲という画家を知った

いかとも推測しています。絵画は、画家個人

の表現であるとともに、それが生きていた社

会が織り成すものと見ます。

　過去の造形に関しては、踏み込んだ解釈を

証明してくれる決定的な証拠は残っていない、

という場合がほとんどです。私は、『湯女図』

（ちくま学芸文庫、2017年）で、画面が半分

なくなった絵画についてそれを復原する荒業

をしました。『絵は語り始めるだろうか』（羽鳥

書店、2018年）に収めたいくつかの論文も同

じで、いつでも断片的にしか残っていないジ

人文社会系研究科
教授

Yasuhiro Sato

佐藤康宏／文

大

グソーパズルのコマを集めて並べ替えては、

実際に起こったのはこういうことだったので

はないかと想像をめぐらしているといっても

いいかもしれません。

　そういう研究を実証的ではないと見なして

避ける研究者もいますが、私はとにかく調べ

られるだけの事柄は徹底的に調べて、そこか

らかなり大胆な解釈を試みる方です。研究と

いうのはひとりでやっているわけではありま

せん。過去の研究からパスを受け、自分でド

リブルやパスによって次の研究へとボールを

つなぎ、最終的にゴールを目指すものです。

つまり私自身が歴史の中のひとつのコマなの

であって、ゴールに向かってボールを進める

ためにはときに強引な突破を仕掛ける必要も

あるということです。

伊藤若冲
「雪中錦鶏図」
動植綵絵（宮内庁三の丸尚蔵館蔵）

積雪を表す白色の絵具（胡粉）は樹葉の緑青と重ならず、穴
を含む複雑な形態を塗り分ける。それにより、白い酸がこの
世界を溶かしているかのような不安な美しさが生まれている。

日本美術史
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『林泉高致集』は北宋時代の宮廷画家であった

郭煕の言葉を、その子・郭思がまとめたもの。

郭煕には「早春図」（1072年、台北・國立故宮

博物院）という代表作が残っているため、郭

煕こそは言葉と実際の作品が両方残っている、

おそらく世界で最も古い芸術家と言えるだろ

う。『林泉高致集』は私も院生時代から何度も

読んできたが、いま改めて精読すると、その

内容の面白さにぐいぐい引き込まれてしまう

経験をした。

　郭煕は老年になってから上京して宮廷画家

となったが、『林泉高致集』には郭煕自身が語

った芸術の在り方や、具体的な山水画の描き

年度のゼミで学生たちと『林泉高致

集』という中国の画論を読んでいる。

方が細かに記録されている。一方、郭煕の上

京によって運命が一変したのはむしろ息子の

ほうで、都で官僚となり、思いがけない出世

を遂げた。そんななか郭思は父の言葉をまと

めて出版しようと計画する。まだ“アーティ

スト”という概念がなかった時代、芸術は画

家の個性よりも、パトロンの暮らしを飾るこ

とに重点が置かれていた。しかし『林泉高致

集』に描かれる父・郭煕の姿は全く違ってい

る。北宋の官僚として文化人の仲間入りを果

たした郭思は、あきらかに父を、教養あふれ

る文化人として記述しているのである。

　郭煕は皇帝の命令によって、新築なった宮

殿におびただしい数の壁画を描いた。『林泉高

致集』には郭煕がその素晴らしい出来によっ

て皇帝から特別の褒美を頂戴したこと、そし

て、壁画を制作する前には静かに沈黙したま

ま数日を過ごし、精神を整えてから一気呵成

に描きあげたことなどが記されている。実際

の郭煕は来る日も来る日も仕事に追われ、自

分を見つめる暇などなかったかもしれない。

しかし郭思は父の作品には精神が込められて

おり、ただの職人ではなく芸術家、高級な文

化人の“作品”であることを、何度も何度も

記述している。郭思には自分の父親を誇りに

思うとともに、一介の職人の出身であったこ

とに深いコンプレックスをもっていたのかも

しれない。だからこそ郭思は父・郭煕を、官

界で出世を遂げた自分にふさわしい理想の文

化人として、多分に装飾を交えながら描き出

したのだ。

　それまで中国の画家たちは職人であり、絵

の描き方もおそらく口頭で伝えられ、言葉を

書き残すことはなかったが、郭煕はこの息子

を持つことによって、偶然にその言葉を残す

ことができた。今回『林泉高致集』のテキス

トを読んでみてよくわかったのは、偉大な芸

術家であった父の事績とともに、その言葉を

書き留めようとした息子から父親への、複雑

な愛情であったのである。

『林泉高致集』には郭煕自身が語った言葉と、

郭思が書き加えた言葉が混在しており、ゼミ

で漢文を精読していると、だんだんその違い

に気が付いていくのも面白かった。最後にお

そらくこれこそ郭煕の本音だろうな、という

言葉をあげておこう。「父・郭煕は言った。唐

時代の詩人・杜甫は山水画の名手・王宰の山

水画を見て「五日で一つの山を、十日で一つ

の水を描いた」とうたったが、まことにその

通りである ! と」。急いではダメ、じっくり時

間をかけないといい仕事なんか出てこないよ、

という父親の愚痴は、膨大な宮廷壁画に忙殺

されていた郭煕の偽らざる本音だったのろう。

そんな1000年前の親子の複雑な愛情や発せら

れた言葉は、その作品とともに、現代を生き

る我々にも深い共感をよぶのである。

東洋文化研究所
准教授

Maromitsu Tsukamoto

塚本麿充／文

今

芸術家が語りはじめる時
――『林泉高致集』：千年前の画家親子の物語――
言葉と作品の両方が現存する最古の芸術家、と目される中国・北宋時代の宮廷画家がいます。
なぜ彼の言葉と作品は約千年も生き存えたのか。
そこには父に複雑な感情を抱く息子の存在がありました。
入魂の解説は、トーハク時代から優しい語り口で知られる塚本先生です。

東洋美術史

郭煕
「早春図」
（北宋、熙寧7年〔1072〕、
台北・國立故宮博物院）

郭思
『林泉高致集』
（『王氏書画苑』〔明時代の
刊本〕、東洋文化研究所蔵）

北宋の画家は「色」を捨て
「墨」だけで画を描き始め
ます。この絵はそんな東洋
水墨画の頂点であり、原点。
本物は台北で三年に一回し
か見られませんが、東洋文
化研究所は原寸大複製を所
蔵しており閲覧も可能です。

毎回とはいきませんが、
何百年も前の漢籍の紙
の質感や風合いを楽し
みながら講読を進める
のは贅沢なひと時です。
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ア語で芸術が「テクネー」だと聞くと、「テク

ニック」や「テクノロジー」の語源というこ

ともあって、何か違和感を覚えるのではない

だろうか。

　しかし古代ギリシアにおいて、芸術家はま

ぎれもなく第一線の技術者だった。紀元前 6

世紀後半に等身大ブロンズ像の鋳造技術が開

発されると、日焼け色に輝き、まるで生きて

いるかのような動きを表現している等身大の

男性裸体像に、人々は感嘆するとともに、わ

れわれがリアルなロボットに抱くような不気

味さすら感じたらしい（図 1）。

　一方、古代ローマは建設技術で有名だが、

大規模建造物はたいてい膨大な数の彫像で飾

られていた。それを可能にしたのは、紀元前

1世紀に考案された大理石彫刻の精密複製技

術だった。オリジナルから石膏像をつくり、

表面のポイントをコンパスなどを用いて細か

く三次元的に計測し、大理石ブロックに写す

ことで、ひとつのオリジナルから大量の精密

コピーが生産された。

　彼らの技術力を、現代の最新技術を用いて

検証してみよう。紀元前 5世紀のギリシア人

彫刻家ポリュクレイトスの《槍を持つ人》は、

ローマ時代に数多くコピーされた。オリジナ

ルのブロンズ像は現存しないが、ローマ時代

のコピーなら大理石像もブロンズ像も残って

テン語で芸術のことは「アルス」と

いう。これは本来は「技」という意

　それだけ精密なら、コピーを介してオリジ

ナルの形状も比較できそうだ。ポリュクレイ

トスはのちに《鉢巻する人》という作品もつ

人文社会系研究科
准教授

Kyoko Sengoku-Haga

芳賀京子／文

ラ

VR技術が明らかにする
古代ギリシア・
ローマ彫刻のリアル
バーチャルリアリティ（VR）技術が身近な存在になってきた昨今。
実はその影響は美術史研究の世界にも及んでいます。
最新の3Dスキャンを武器に古代彫刻像の複製や作者同定の問題
に切り込んでいる芳賀先生が、VR技術が垣間見せる
紀元前のリアルを紹介します。

味だが、英語の「アート」の語源にもなって

いるからまだ耳になじんでいる。だがギリシ

の形状はほぼ一致し、誤差は多

い箇所でも2mm以内という結

果が出た。彼らの複製技術は、

驚くほど高かったのだ。

くっている（図 3）。そこで両作品の

ローマ時代のコピーを3Dモデルにし

て比較したところ、なんと顔と足の

形状が一致した。ポリュクレイトス

は《槍を持つ人》の原型を保存し、そ

れをもとにして《鉢巻する人》の原

型をつくっていたのだ。作業効率化

の工夫は、芸術家というより技術者

の精神を感じさせる。

　それなら3D形状比較の手法を

用いて、作者の同定もできる

のではないか。古代の文献

によれば、ある時、彫刻家

たちがそれぞれアマゾン族

の女性像をつくり、互選で

最優秀作を決めたところ、

1位はポリュクレイトス、

2位はフェイディアス、 3

位はクレシラスになったという。ローマ時代

のアマゾン像のコピーも、ちょうど 3種類が

知られている。ところがそのうちのどれがポ

リュクレイトスの作品なのか、研究者の意見

は 2つに分かれ、決着がつきそうにない。そ

こで 3種類のアマゾンの頭部を3Dスキャンし、

《槍を持つ人》《鉢巻する人》と比較してみた。

すると見事に、ひとつだけがぴたりと一致し

た（図 4、ソシクレス・タイプ）。3D技術は、

古代彫刻の研究になかなか役に立つのである。

西洋美術史

ポリュクレイトス
槍を持つ人

ポリュクレイトス
鉢巻する人

リアーチェの戦士像A　
紀元前460～440年　

1世紀の大理石コピー（オリジナ
ルは紀元前450～440年）　ポンペ
イのパラエストラ（運動場）出土　
ナポリ国立考古学博物館

ポリュクレイトスの《槍を持つ
人》《鉢巻する人》と 3体の《ア
マゾン》の顔部分の3D形状比
較（東京大学生産技術研究所 大
石岳史研究室）

図2

図3

図4

図1

イタリア半島南端のリアーチェ・マリーナ沖で発見　レ
ッジョ・カラブリア国立考古学博物館　ローマ時代の
コピーではない、貴重なオリジナルのブロンズ像

原因か）、顔や足のパーツ

たところ、腕や脚の角度はコピ

ーによってずれがあり（パーツ

ごとにコピーしたためだろう）、

スケールにもわずかながら差が

あるものの（ブロンズの収縮が

いる（図 2）。試しに、

質が高い 4つのコピー

作品を3Dスキャンし、

3Dモデルをコンピュー

タ上で重ね合わせてみ

紀元前100年頃の大理石コピー　
（オリジナルは紀元前420年頃）　
デロス島出土　アテネ国立考古
学博物館
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いこと研究をやっていれば、論文に

ならずに消えていった面白い考えや

に音と映像のセンサーをつけて、 3年間録画

したSpeecHomeプロジェクトが行われたの

も2009年だ。ルービック・キューブではアボ

ガドロ数の10000万の 1を総調べすることで

巨大な組み合わせ表を作って20手を見つけ出

し、一方Deb Royは、家の中での子供を世話

する人の時空間パターンの関数として、子供

の言語獲得を理解するという新しい視点を提

供した。この時期、いまを席巻する深層学習

のアイディアや、ビットコインの背景理論で

あるブロックチェーンのアイディアが生まれ

たのも2008年である。iPhone が初めてお目

見えしたのも2008年だ。これ以降、科学はそ

の態度を一変させられた。それまでに見てき

た複雑さの種類とは質と桁の違うものだから

だ。この複雑さをどう扱うか、革命から10年

たってそれが中心課題となっている。

　これは科学だけの問題にはとどまらない。

池田亮司の圧倒的なデータ量を見せつけるサ

ウンドアート、ライゾマの深層学習を駆使す

るダンスパフォーマンスを初めとし、人には

つくれないアート表現が模索されている。こ

の新しい科学的認識とアート表現を志向して

いくことは重要である。現在、うちの研究室

で行っている100万匹の鳥の群れのシミュレ

計算はたくさんある。そもそも論文は、言語

で書いて 2次元の図表を添えられたものがほ

とんどだ。その限られた表現からこぼれ落ち

るものがいかに多いことか。僕にとってのア

ートはそのこぼれ落ちるものの救済にある。

　2004年にアーティストの渋谷慶一郎と出会

い、コンピュータを用いて聴いたことのない

音を生成し、テイラー・クエット装置を使っ

て発表した「DESCRIPTION  INSTABILITY」

（ICC東京 2005）（記述不安定性という意味）

が僕のアートへの最初の挑戦だった。音は波

長で時間的周波数という物理学の認識とは異

なり、サウンドアートの音は空間に満ちた音

の粒子である。そのことに感動したところか

ら始まり実に12年、いまだにその活動は続い

ている。

　アートに関わり始めて 4年後、2008年にあ

る革命が起きていた。それが今にいたるまで

アート活動を続けさせた真の理由かもしれな

い。ルービック・キューブで色を揃えるには、

最大でも20手しかかからないことをグーグル

の社員が初めて証明し、それを科学雑誌では

なくblogにアップしたのが2009年。MITの

Deb Royが自分の子供が生まれたときに家中

Alterの自発運動を生成する学習理論、Gacs （ICC

2018）の自己シミュレーションCAの実装は、

アートとサイエンスの縁を行くものである。20

18年に科学未来館で行なったアンドロイドを

使ったScary Beautyというオペラは、そうし

た新しい科学とアートの真骨頂である。渋谷

慶一郎の新曲、阪大の石黒浩のアンドロイド

に、うちの自発運動プログラムを載せて、ア

ンドロイドをオーケストラの指揮者にすると

いうプロジェクトだ。それは新しい人とAIと

の共生を予感させるものであり、人の情動の

持ち方や人生の理念を揺さぶるものであった。

　いま、アートとサイエンスの垣根は低く、

誰もが科学者でありアーティストでなくては

成立しない時代となっている。理系と文系の

境はとうの昔に消失した。この新しい時代に

必要なのは、新しい言葉の創造である。わた

したちに必要なのは、一見無関係と見られる

ものを見て、経験し、作り、苦しむことだろ

う。今の時代ほど総合大学であることが求め

られる時はない。必要なものを必要になった

ときに勉強するような現場の知恵では追いつ

かない、本物の基底の知が求められている。

今こそ未来圏から吹いてくる透明な風を感じ

てほしい。

総合文化研究科教授
http://sacral.c.u-tokyo.ac.jp

Takashi Ikegami

池上高志／文

長

未来圏から吹いてくる
科学とアートの縁で基底の知を探す研究とは
複雑系と人工生命の研究で知られる池上先生は、圧倒的な量のデータの中に
生命的な振る舞いが立ち現れるという考えを軸に活動するアーティストでもあります。
デジタル革命以降の世界で、科学とアートの縁から、
AIの次に必要となる基底の知を探す研究とは……？　

人工生命研究

アンドロイドオペラ「Scary 

Beauty」。2018年 7月22日、
人工生命国際学会「ALIFE 

2018」のパブリックプログラ
ムとして日本科学未来館で行
われ、約800人の観客が未来
圏からの風に吹かれました。
http://scarybeauty.com/

ーション（Ars 2017）、アンドロイド
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研究員、大学院生、元職員、卒業生……

淡青色の注目
アーティストたち
東大と深い関わりを持つ多くの皆さんの中から、
注目すべき創作活動を繰り広げているアーティストを4人選び、
その横顔を紹介します。

肉と機械が融合したロボットなどの

バイオハイブリッド研究で注目を集
める竹内昌治先生の研究室には、専属のアー

ティストがいます。研究成果をわかりやすく

伝える図や動画、ポスター、ロゴに至るまで、

グラフィックを一手に担う特任研究員。佐藤

さんは、女子美術大学を出て制作会社に入り、

テレビ番組の映像や、ファッションブランド

などの広告を手がけました。CGデザイナーと

しての日々は充実していましたが、「ここでは

もうやりきったかなと思って」、母校のメディ

アアート学科助手に転身。ある日、業務で本

郷三丁目駅を訪れた際に、一枚の講演ポスタ

ーを目にします。

「「バイオメディアアート」という初耳のテー

マが気になり、時間的にもちょうどよかった

ので、立ち寄ってみたんです。そこで講演し

ていたのが竹内先生。電子基板に昆虫の脚を

つなげ、電流で人工的に動かす映像が衝撃的

で……」

　強烈な刺激に突き動かされた佐藤さんは、

研究室の連絡先を調べ、数日後には作品を持

参。広報の大切さを熟知する竹内先生が学内

を奔走し、紆余曲折の末、東大では前例のな

い研究室専属アーティストが誕生したのです。

　ただ、科学ではずぶの素人。「インビトロ」

「リポソーム」「コンタミ」……と、研究室で

話される言葉の多くが理解できません。引け

目を感じ、当初は縮こまっていたという佐藤

さん。しかし、社会に研究を伝えるなら、わ

かっていないこともむしろ武器だと気づいて

からは何度でも質問し、仕事が進むように。

あるとき、佐藤さんの図を見た研究者に「僕

の言いたいのはこういうことだったのか」と

しみじみ言われ、確かな手応えを感じました。

「研究者が研究内容をうまくイメージできな

い場合もあります。それを可視化するのがア

ートの力であり、私の仕事。 9年近く続けて

きて、竹内先生とは阿吽の呼吸で研究をイメ

ージできるようになりました。最近では研究

者に「私がわからないと論文誌表紙を飾れな

いよ」と言っています」　

　佐藤さんが願うのは、科学の世界に美大出

身者を増やすことと、研究者がグラフィック

の表現を身につけること。生体とデバイスを

融合させる研究室では、アートと科学を融合

させる試みもなされています。

筋

細胞をネジや歯車のように
加工して組み合わせるとい
う竹内研究室のテーマにイ
ンスパイアされて生まれた
「機械仕掛けの生命体」。科
学技術団体連合主催第9回
科学技術の「美」パネル展
優秀賞受賞作です。

研究者と打ち合わせを重ね
て描いた佐藤さんのグラフ
ィックが「Angewandte 

Chemie」「small」などの学
術誌の表紙を飾ることもし
ばしば。

「機械仕掛けの生命体」には、
心臓のほか、胃、肺、腎臓、
脳のバージョンも。

ア
ー
ト
と
科
学
を
融
合
さ
せ
る

研
究
室
専
属
の
CG
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

生産技術研究所　
特任研究員

A
kiko

 Sato
h

ttp
://w

w
w

.h
yb

rid
.iis.u

-to
kyo.ac.jp

/akisato

佐藤暁子さん
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航跡が水面を開くように進むファスナー型の

船（2）、赤い玉をりんごに置き換えて地球の

引力がより感じられるけん玉（3）、水の波紋

で木の年輪を表す切り株型のバケツ（4）、青

と水色が組み合わさった芯で水平線を描く色

鉛筆、「現在」と銘打たれているが押すと「過

去」と印字される判子……。

　字ではピンと来ずとも目にすれば旧知の世

界が未知の新世界に変貌するような作品の

数々を、鈴木さんは生み出してきました。け

ん玉やボーダー柄をこよなく愛する気鋭のア

ーティストは、どうして東大の研究所にいる

のでしょう。

「東京造形大学を出てフリーターだった頃、

NHKのアート公募番組に応募した映像作品

「遊具の透視法」（5）が年間最優秀作に選ばれ

ました。番組のキュレーターだった岩井俊雄

さんが先端研に着任することになり、声をか

けていただき特任助手になったんです」

　後にはVR研究の第一人者・廣瀬通孝先生の

研究室で特任助教となり、デジタルパブリッ

クアートのプロジェクトに参画。2009年には

羽田空港に巨大な「空気の人」を浮かべ、人々

を驚かせました。現在は、武蔵野美術大学の

准教授として学生を指導する一方、中邑賢龍

先生の異才発掘プロジェクト「ROCKET」に

関わりながら創作を続けています。中には先

えない空気を切り取りながら浮かぶ

人の形の透明彫刻「空気の人」（1）、

端研の環境に刺激された作品もあるとか。

「 1号館の古い風洞施設で樹木の種子の動き

を見る実験を見学した際、その美しさに目を

見張りました。具体的成果は出ていないよう

でしたが、自然の美に目覚めるような体験が

大きなヒントになったんです」

　開いた目と閉じた目を表裏に印刷した紙が

装置から吹き出され、空中でまばたきをする

ように回って落ちてくる「まばたきの葉」（6）

は、幾多の展覧会に出展される代表作の一つ

となり、「まばたき」はその後もアーティスト

としての重要なモチーフとなりました。

　はや18年を数えるアーティスト人生。アイ

デアの枯渇を心配した質問に、鈴木さんは戸

惑いの表情を浮かべます。そのわけは、アト

リエの机に並ぶ無数のノートにありました。

「昔から思いついたことをスケッチして手元

に置いています。余白を大きく取り、後で見

て生じたアイデアを付け足す。昔書いたもの

がマッサージされて出てくる感じです。日付

も題名も書かないので検索性はゼロ。その都

度たまたま手に取ったページがヒントをくれ

るので、困ることはありません。むしろやる

ことが多すぎて大変（笑）」

　小さい頃から自分の中に他者がいる感じを

抱え、周囲にあるモノとよく話していたとい

う鈴木さん。ノートの中にいる過去の自分と

も頻繁に対話しながら、世界の見方を更新し

続けます。

見

鈴木作品はパブリックな場で披露され
ることもしばしば。2018年 5月、巨大
な「空気の人」は六本木の東京ミッド
タウン芝生広場で大勢の人々と寝転び
ました。「ファスナーの船」は2018年12

月に隅田川の水面を切り開いています。
次に開かれるのはあなたの街かも ?

4

2

5

3

1

撮影：川内倫子

6

撮影：市川勝弘　画像提供：スパイラル／
（株）ワコールアートセンター
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鈴木康広さん

数々の作品や作品以前のも
の、そして大量のツバメノ
ートが居並ぶ先端研14号
館のアトリエ。
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　東大のアート系サークルの活動を2018年11月の第
69回駒場祭で拾ってみました。まず長蛇の列が目に
ついたのは、折紙サークルOristの「折紙美術館」。
幾何の立体図形から、怪獣、甲殻類、ディズニーツ
ムツム、躰道の道着、梅雨前線、元号に至るまで、
アイデアと技術の融合で生まれた折紙作品が満載で
した。1967年創立の東大美術サークル（美サク）で
は、作品展とにがおえやの 2企画を実施。前者では

Youtubeで人気の東大卒カリスマ講師の肖像、有職
故実を猫で表した絵、ブロック塀を主役に描いた絵
に惹き付けられ、後者では会話を楽しみながら 1年
生部員に記者の似顔絵を描いてもらいました（右写
真）。LEGO部は恒例の大型作品として東京の都市全
体を再現した作品を披露。都庁、東京タワー、スカ
イツリー、安田講堂などの名所の数々を、位置やス
ペースにこだわって配置した見事なものでした。書

道研究会の展示では、古代中国の金属器の銘文に見
られる金文という文字の特徴を使って東京五輪を題
に書で大喜利を展開する試みに、新しい息吹が感じ
られました。ほかにも、諸団体のビラを独特の解説
付きで展示した駒場ビラ博、動物の着ぐるみ文化を
体験する東大もふもふ研究会、写真文化会の写真展
など、学園祭は東大生のアート感覚を探るには最適。
次は 5月に開催される五月祭がチャンスです。

審査員の西原理恵子さんが「おっさんと不条理。
これに人情がうまく加わった」と絶賛した黒潮
マンガ大賞受賞作「フミキルシカク」。

2018年オープンキャンパスで展示された大型パネ
ル作品は、作者が登場して読者を環境学へと誘う
20枚の連作。クイズ、福笑い、輪投げ、糸電話な
どをフックに環境への興味を促します。「ウォーリ
ーをさがせ ! 」を指導教員や研究室の仲間で置き
換えたパネルは圧巻。

内田さんです。少し絵心のある研究者、とい

うレベルではありません。東京工芸大学芸術

学部マンガ学科を卒業し、2017年に高知新聞

社主催の第29回「黒潮マンガ大賞」で大賞を

受賞した実力者です。

「昔から対面で話すのが苦手なのですが、マ

ンガを通じてならコミュニケーションができ

るぞ、と思っていたんです。東大を含めて理

系学部を受けたものの三浪となり、マンガ学

科を持つ大学があるのを予備校で知って、志

望を変えました」

　プロを目指す仲間に囲まれて自ずとマンガ

家を志した内田さんは、作品を「少年ジャン

プ」などの編集部に持ち込みますが、まった

く評価されませんでした。卒業が近づき、就

職するイメージを描けなかった大学生は、大

学院進学に舵を切ります。そこには、小学生

の頃に「平成狸合戦ぽんぽこ」や「もののけ

姫」を観て感じた思いがありました。

「エンタテイメントとして面白いだけでなく、

自然や環境の大事さを押しつけがましくなく

考えさせる作品だったのを思い出し、自分が

マンガで目指すならこれかも、と」

　覚悟を決めた内田さんがネット検索で探り

当てたのは、森の音をネット経由で聞く「サ

イバーフォレスト」プロジェクトで知られる

斎藤馨先生でした。研究室のバラエティあふ

れる研究テーマに自由さを感じ、マンガ作品

を持参して見せたところ、「いいんじゃない?」。

院試の辛い勉強と大勢の前で話す苦しい面接

を乗り越えた内田さん。中学の体験学習支援

作品を皮切りに、大槌の小中学生と東大をつ

なぐ作品、研究室広報作品、農業女子応援作

品、オープンキャンパス時の参加型パネル作

品と、環境教育をマンガで伝え、読者の意識

の変化を調べる取組みを続けています。目指

ンガを活用した環境学教育をテーマ

にしている金髪の大学院生、それが

すのは、知識を詰め込む学習マンガではなく、

意識を変える真の環境教育マンガ。次代の

「ぽんぽこ」を生み出すのは、内気な性格と派

手な金髪が対照的な環境学博士です。

マ
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内田竜嗣さん

学園祭で会える東大生のアート作品
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　今号で取り上げた以外にも東大出身アーティスト
はたくさんいます。洋画では、「波勝崎」「子犬と女」
の中村琢二さん（1897-1988年）、「蝶の軌跡」「自然」
の長谷川三郎さん（1906-57年）、「夜すぎる」「地下
の樹」の田淵安一さん（1921-2009年）。彫刻では、
「青年像」「自由の群像」の菊池一雄さん（1908-85年）。
マンガでは、「伊賀野カバ丸」の亜月裕さん、「デビ
ルマンG」の高遠るいさん、「心の穴太郎」のハミ山

クリニカさん、「漫画学科のない大学」のゆずチリ
さん。アニメでは、スタジオジブリで活躍した高畑
勲さん。メディアアートでは、「ビデオアートの父」
といわれたナム・ジュン・パイクさん（1932-2006

年）、「松前君シリーズ」の大木裕之さん、「ARTSAT

プロジェクト」の久保田晃弘さん、「現代の魔法使
い」といわれる落合陽一さん、デジタルアート集団
「チームラボ」の猪子寿之さん……。ご注目を。

雑誌「現代思想」2018年12月号の「図書館の未来」と題した特集に掲載された 3連作「孤独と連帯の回遊   

solitude, solidarity」では、人と情報をつなぐ図書館への思いを表現。
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鷲津影織さん

帰りの祖父の部屋で「ワヤン・クリ」という

インドネシアの影絵人形を眺めていた女の子

は、すくすく成長して東大に入学。サークル

で古流武術に励むとともに、図書館ボランテ

ィアとして活動し、人と情報をつなげる仕事

をしたいと思った彼女は、母校に入職し、晴

むかし、あるところに、手芸と物語

が大好きな女の子がいました。戦争
れて図書館職員になりました。

「配属された医学図書館で、窓口業務のほか、

学生向けのミニ講習会を開いたり、館内に隠

された鍵を集めながら図書館の機能を発見す

る脱出ゲームの新企画を苦労の末に実現した

りと、充実した日々を過ごしました」

　しかし、昔から幻想的なお話を考えるのが

好きだった彼女の中で、何かを創りたいとい

昔

う意欲と、新しいことは求められていないの

ではないかという感触が、少しずつ大きくな

っていました。そして、世界を広げようとプ

ログラミングの技術を覚え、ソフトウェア会

社に転職。エンジニアとして働きながら、留

学する友達に贈るカードを作ったのを機に独

学で始めていた切り絵の創作を本格化したの

でした。

　下絵をもとに、つながらない部分ができな

いよう、デザインカッターで丹念に紙を切っ

て作る切り絵を、自分で構想した幻想的な童

話とセットにして仕上げるのが影織流です。

作家名は、切り絵が光と影の芸術であり、ス

トーリーに影の部分を織り込んだものが多い

ことから。でも、作品集の中に、黒い色の作

品は見当たりません。

「黒ではなく、濃い茶や濃い青の紙を使うよ

うにしているんです。真っ黒の紙で作ると、

少しきつい印象になってしまうので」

　個展を開催し、作品を雑誌に提供し、冊子

やポストカードを頒布し、国際絵本原画展に

も応募するなど、切り絵作家として活躍する

ようになったいま、思い浮かべるのは、技術

者としても芸術家としても偉大な功績を残し

たレオナルド・ダ・ヴィンチ。最近没頭して

いるのは、勤め先で磨いたデジタルスキルを

アナログの切り絵術と組み合わせた新しい作

品です。現実の風景の中で切り絵が自由に動

き出すAR作品が完成した後、彼女の紡ぐスト

ーリーは、より多彩な色を織り込む新章に突

入することになるのでした。とさ。

その他の淡青色アーティストたち

スランプだった頃
に一筋の光となっ
たという鷲作品。
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Aug. 2018～ 

UTokyo Topics

編集後記　前号の特集「猫と東大。」はおかげさまで大好評でした。twitterで多量のRTと「いいね」をいただき、テレメール（→p2）の在庫が捌けて追加するもまたすぐ
になくなり、状況を察知した新聞社さんによる広報室長取材も実施されました。猫たちに深く感謝しつつ、「東大の犬」としてはいつか犬特集もと願っています（高井）。

理学部1号館の整備計画
がついに完了

IARU Senior Officers’ 
Meetingを開催

CTA大口径望遠鏡1号基
が試験運転を開始

10/10

12/17

9/20-21

12/3

9/5

11/27

　20年以上前に整備計画が立案され、1996年に西
棟が、2004年に中央棟が完成していた理学部 1号館。
このたびの東棟竣工でついに 1号館整備計画が完了
し、昨年 9月 5日に同館の小柴ホールで竣工式と記
念祝賀会を開催しました。東棟では、分散していた
図書室を統合し、物理・天文・地惑・生物関連の図
書を一堂に集約。大中小の講義室を 5つ配置し、不
足している実験室スペースを確保するためのオープ
ンラボラトリーも配置しました。次に理学系が見据
えるのは理学部 2号館新棟（バイオエボリューショ
ン総合教育研究棟）。現在は赤門近くの 2号館と浅
野キャンパス 3号館に分かれている生物科学専攻が
将来この新棟に集約されることを目指しています。

　超高エネルギーのガンマ線天体を観測する次世代
望遠鏡であるチェレンコフ・テレスコープ・アレイ
（CTA）大口径望遠鏡 1号基が、スペイン・カナリア
諸島ラ・パルマ島に完成。10月10日、宇宙線研究所
の梶田隆章所長や手嶋政廣教授らが参加して現地で
完成記念式典を開催し、試験運転を開始しました。
CTA計画は世界31カ国から1,400名を超える研究者が
参加する国際共同研究プロジェクト。高エネルギー
宇宙物理学の世界に革命をもたらし、天文学や素粒
子物理学の幅広い分野にも大きな貢献が見込まれま
す。12月中旬には宇宙線からのチェレンコフ光を初
めて観測。今後 1年近くかけて調整運転を続け、CTA

北半球サイトの最初の望遠鏡となる見通しです。

　 9月20～21日、伊藤国際学術研究センターにて
第14回 IARU Senior Offi cers’ Meetingが開催され、
議長のカリフォルニア大学バークレー校Carol T. 

Christ学長を含め総勢25名の参加がありました。
IARUは研究型大学11校が参画する国際大学連合です。
本学からは五神総長、藤原帰一総長特別参与（法学
政治学研究科）が出席。冒頭、総長が2019年から 2

年の任期でIARU議長に就任する件で抱負を述べまし
た。会議では情報交換、事業の進捗確認や計画の審
議などを行い、Campus Sustainabilityがテーマのセ
ッションでは、五神総長がSociety5.0や未来社会協
創推進本部について、福士謙介教授（IR3S）がサス
テナビリティについての紹介を行いました。

「今年の女性100人」に
物理学専攻の大小田さん

社会人のリカレント教育
を行う新会社を設立

ダイキン工業と大型の
産学協創協定を締結

　理学系研究科物理学専攻の大小田結貴さん（修士
課程 2年）が、英国BBCの「今年の女性100人」の
1人に選ばれました。世界中で活躍する女性を様々
な分野から選ぶ企画で、過去にはテニスの伊達公子
さん、アナウンサーの小林麻央さんが選出されてい
ます。大小田さんは、チリにあるアルマ望遠鏡を用
いた電波観測で惑星系の成り立ちを調べる研究に取
り組み、生まれたばかりの原始星のまわりにすでに
惑星系のもととなる回転円盤が形成されていること
を明らかにしました。太陽系の起源の理解を一新す
る可能性を秘めた成果で、国内外で注目を集めつつ
あります。修士課程在学中でありながら素晴らしい
活躍を見せたことが今回の選出につながりました。

　東京大学とダイキン工業株式会社は、「産学協創
協定」を締結。12月17日に本学山上会館において共
同記者会見を行い、五神真総長とダイキン工業の井
上礼之取締役会長兼グローバルグループ代表執行役
員ががっちり握手を交わしました。未来社会で重要
となる「空気の価値化」を軸にイノベーションを生
み出し、複雑な社会課題を解決していきます。協定
に基づき、「未来ビジョンの協創」「未来技術の創出」
「ベンチャー企業との協業を通じた新たな価値の社
会実装」の三つの協創プログラムと、協創の成果創
出を加速する組織対組織の本格的人材交流を実施の
予定。本協定の期間は10年間、ダイキン工業の拠出
資金は100億円規模を予定しています。

　12月3日、東京大学は、指定国立大学法人の研究
の成果を活用する事業を実施する東京大学エクステ
ンション株式会社を設立しました。研究活動の成果
を効率的に社会に還元するために、東京大学が出資
比率100％の株主となっています。主な事業内容は
社会人向け人材育成事業。増え続ける需要に対して
人材供給が追いつかないデータサイエンス分野を発
端に、今後ますます重要となる社会人向けリカレン
ト教育を進めます。社長を務めるのは、本学医学部
保健学科（現・健康総合科学科）の出身で、前ソニ
ープロテクノサポート株式会社代表取締役社長の堀
本勝敬さん。学生時代は硬式野球部のエースとして
活躍した社長の「快投」に注目を。
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高校生・受験生向けサイト
「キミの東大」を開始

初めての統合報告書
「IR×IR」を発行

VR教育研究センターの
設立式典を挙行

東京大学トピックス
2018年8月～

11/1

1/2ほか12/25

10/2610/22

　東京大学は、従来の財務情報を主とした「FINANCIAL 

REPORT」に代えて、初の統合報告書を作成しました。
研究・教育、社会連携の情報と財務情報とを有機的
に組み合わせ、本学の経営理念や多様な資源、活動
状況をより深くご理解いただこうというものです。
多くの企業が毎年統合報告書を公表していますが、
日本の大学では初めての試みでした。国際統合報告
評議会（IIRC）のフレームワークも参考にしながら、
東大の使命は学術による社会貢献であることを示し
ました。Integrated Repor tとInst itutional 

Researchを合わせて「IR×IR」と冠した報告書をご
一読ください。https://www.u-tokyo.ac.jp/ja/

about/public-relations/IRIR.html

　バーチャルリアリティ（VR）に関する先導的基礎
研究の推進と教育分野への応用展開を目指して昨年
2月に設置されたバーチャルリアリティ教育研究セ
ンター（廣瀬通孝センター長）が、11月1日、伊藤
国際学術研究センターにて設立記念式典を行いまし
た。川添雄彦日本電信電話株式会社取締役による基
調講演「ICTが拓く豊かな未来」、若手研究者による
「バーチャルリアリティへの期待」「バーチャルリアリ
ティのこれから」と題するパネルディスカッション
が行われ、会場は立ち見が出るほど盛況でした。式
典後には研究者・出席者を交えた懇談会を開催。VR

研究のデモや展示も実施し、VRの現実と未来が渾然
一体に示される場となりました。

　高校生や受験生の皆さんに東京大学をもっと知っ
てもらうためのサイト「キミの東大」が正式オープ
ンしました。東京大学の全学センターの一つである
高大接続研究開発センターの入試企画部門が制作し
ているオンラインメディアです。掲載されているの
は、大学の歴史、キャンパス概要、学部紹介、進学
選択について、といった基本情報から、学生ライタ
ーが自由に東大について綴るブログ、研究室探訪記
事、現役東大生や教員へのインタビュー、現代女子
学生事情、学内にあるレストランやカフェのレポー
トまで。東大とはどういう大学なのか。東大生にな
るとはどういうことなのか。その一つの答はここに
あります。 https://kimino.ct.u-tokyo.ac.jp/

140周年を機に東京大学
キャッチコピーを決定

陸上運動部・近藤選手が箱根駅伝に出場！
アメフト部、ヨット部、自動車部も活躍！
　 1月2～ 3日の第95回箱根駅伝に、陸上運動部の
近藤秀一選手（工・ 4年）が関東学生連合チームと
して出走しました。過去 3大会でも登録メンバー入
りをしていましたが、今までは出場機会を得られず、
今回が初出場。本学の選手としては14年ぶりの出場
でした。往路第 1区（21.3km）に出走し、67分 8

秒で22番手と本人にとっては悔しい結果でしたが、
東大関係者にとっては誇らしい走りでした。
　自動車部の地頭所光選手（農・ 3年）は、日本電
気自動車レース協会が主催する「2018 ALL JAPAN 

EV-GP SERIES」で年間総合王者に輝きました。地頭
所選手は今回、企業チーム「チームタイサン」のレ
ーサーとして参戦し、6戦中優勝 3回準優勝 1回、
合計75ポイントという見事な成績を残しました。
　アメリカンフットボール部は、11月18日にアミノ
バイタルフィールドで開催された関東学生アメリカ
ンフットボール連盟 1部リーグBIG8の桜美林大学戦
に勝利し、優勝を決めました。1部リーグは上位の
「TOP8」と下位の「BIG8」に分かれていますが、こ
の優勝により本学アメフト部のTOP8昇格が決定し

ました。
　 8月27～31日には、ヨット部クルーザー班がイタ
リア・ガルタ湖で開催された世界選手権「J/24 

WORLD CHAMPIONSHIP」に出場しています。J/24

という種類のヨットが100艇以上出場する大規模な
大会です。本学ヨット部は2017年11月に和歌山県で
開催された全日本選手権の25歳以下部門で優勝し出
場資格を得ていました。
　本学では運動部の活躍を支援するために「東大ス
ポーツ振興基金」を展開しています。ご支援をよろ
しくお願いいたします。

　東京大学創設140周年企画として2017年 7月に募
集を開始し、慎重に審査を続けてきた日本語・英語
の「東京大学キャッチコピー」が決定しました。20

17年10月の140周年記念イベントで発表した優秀14

作をベースに、本学構成員によるウェブ人気投票の
結果も踏まえ、検討チームによる審議を経て決まっ
たのが、日本語「志ある卓越」、英語「Discover 

Excellence」という 2つのコピーです。日本語版は
学際情報学府修士課程の国分峰樹さんの作品を最優
秀作として採用。英語版については、日本語の「卓
越」と意味が近く、他の優秀作にも使われていた
「Excellence」を活かし、検討チームの微調整を経て策
定しました。大学のスローガンとしてお見知りおきを。
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デュシャン《大ガラス》の裏
　通称《大ガラス》は、デュシャンが28歳から36歳までの
8年間を費やした後に未完成のうちに制作を中止した作品
です。1926年の展覧会出品後、運搬中に破損し、1936年
にデュシャン自身の手で修復が施されました。正式な作品
名はフランス語で“La mariée mise à nu par ses 

célibataires, même”（英語“The Bride Stripped Bare by 

Her Bachelors, Even”）。日本では《彼女の独身者たちによ
って裸にされた花嫁、さえも》と表されてきましたが、近
年では《花嫁は彼女の独身者たちによって裸にされて、さ
えも》とも表記されています。彩色部分の多くは、絵具の
劣化を防ぐために鉛箔が当てられており、裏からだと輪郭
だけが見えますが、濾過器（漏斗）の部分には鉛箔がなく、
裏からでも色彩のグラデーションがわかります。20世紀美
術の金字塔といわれる作品の表と裏を、入館料無料の駒場
博物館でご確認ください（開館時間10～18時／土日休館
http://museum.c.u-tokyo.ac.jp/）。
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